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議事日程第２号 

  令和７年６月４日（水曜日） 午前１０時開議 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一般質問〔４人 ９件〕 
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        ◎一般質問通告順 

         ５．  ３番 鈴木利博  議員 

         ６．  １番 赤間繁幸  議員 

         ７．  ５番 佐々木和夫 議員 

         ８．  ４番 赤間則幸  議員 

 日程第３  報告第２号  専決処分の報告について 

 日程第４  報告第３号  専決処分の報告について 

 日程第５  報告第４号  専決処分の報告について 

 日程第６  報告第５号  繰越明許費繰越計算書について 

 日程第７  議案第３０号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す 

              る基準を定める条例の一部改正について 

 日程第８  議案第３１号 大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育 

              事業の運営に関する基準を定める条例の一部改 

              正について 

 日程第９  議案第３２号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営 

              に関する基準を定める条例の一部改正について 

 日程第１０ 議案第３３号 令和７年度大郷町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第１１ 議案第３４号 令和７年度大郷町国民健康保険特別会計補正予 

              算（第１号） 

 日程第１２ 議案第３５号 令和７年度大郷町介護保険特別会計補正予算 

              （第１号） 

 日程第１３ 議案第３６号 令和７年度大郷町水道事業会計補正予算（第１ 

              号） 

                                    

本日の会議に付した案件 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一般質問〔４人 ９件〕 

        ◎一般質問通告順 

         ５．  ３番 鈴木利博  議員 

         ６．  １番 赤間繁幸  議員 

         ７．  ５番 佐々木和夫 議員 

         ８．  ４番 赤間則幸  議員 

 日程第３  報告第２号  専決処分の報告について 

 日程第４  報告第３号  専決処分の報告について 

 日程第５  報告第４号  専決処分の報告について 
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 日程第６  報告第５号  繰越明許費繰越計算書について 

 日程第７  議案第３０号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す 

              る基準を定める条例の一部改正について 

 日程第８  議案第３１号 大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育 

              事業の運営に関する基準を定める条例の一部改 

              正について 

 日程第９  議案第３２号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営 

              に関する基準を定める条例の一部改正について 

 日程第１０ 議案第３３号 令和７年度大郷町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第１１ 議案第３４号 令和７年度大郷町国民健康保険特別会計補正予 

              算（第１号） 

 日程第１２ 議案第３５号 令和７年度大郷町介護保険特別会計補正予算 

              （第１号） 

 日程第１３ 議案第３６号 令和７年度大郷町水道事業会計補正予算（第１ 

              号） 

                                    

午 前 １０時００分  開 議 

議長（石川良彦君） 皆さん、おはようございます。 

    ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

    本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                                    

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（石川良彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署

名議員は会議規則第110条の規定により、11番高橋重信議員及び１番赤

間繁幸議員を指名いたします。 

                                    

日程第２ 一般質問 

議長（石川良彦君） 日程第２、一般質問を行います。 

    質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

    ３番鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） 皆さん、おはようございます。 

    今日は大変すばらしい晴れ晴れとした日ですので、それに倣って一般

質問を行います。 

    まず通告順位ナンバーファイブ、３番鈴木利博。 
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    大綱１、英語そろばんを取り入れてみては。 

    日本語でのそろばん学習に比べて、英語で行った場合はさらなる集中

力の向上が見込まれたとの結果が出ています。また、指先を使うことに

より、子供だけでない全世代の脳の活性化が見込まれます。特に認知症

予防の効果が見込まれており、老人ホームでそろばん教室が開かれてい

るところもございます。 

    そろばんの魅力は、日本国内にとどまらず、海外でも広く知れ渡って

おります。 

    （１）そろばんに英語をプラスした英語そろばんを小学校のクラブ等

に導入してみては。 

    （２）老人の認知症予防に効果が見込まれていることもあり、老人ク

ラブもしくは町として新たに高齢者向けに実施してみてはいかがでし

ょうか。 

    （３）英語そろばんのデモンストレーションを実施し、英語そろばん

の魅力、将来ある大郷の子供たちの心・脳に刺激を与え、大郷の子供た

ちの開花に大きくつながるきっかけとしてみてはいかがでしょうか。 

    続きまして大綱２、アーバンスポーツを活用した地域活性化。 

    アーバンスポーツは、若者を中心に人気が高まっており、競技人口が

急拡大しています。また、ライフスタイルスポーツであるという特徴か

ら、順位を争うことよりも、自らが楽しみ、仲間や見る人たちも一体と

なって楽しむことが優先されております。 

    「遊び」というカテゴリーでアーバンスポーツを捉えていた人たちも、

オリンピック競技として観戦することで、スポーツとして認知する人が

増加しております。 

    以下の点についてお伺いします。 

    （１）アーバンスポーツはこれから非常に注目されるものであり、本

町においても、他の自治体にない取組を実施することにより、交流人口

につながり、いずれ定住人口に結びつくものと考えます。町長の所感を

お伺いします。 

    （２）本町の予算には限りがございます。まず初めにスケートボード

パークや３ｘ３バスケットボールコートを試みてはいかがでしょうか。

所感をお伺いします。 

    （３）東京オリンピックで行われたアーバンスポーツにはスケートボ

ード、自転車ＢＭＸフリースタイル、バスケットボールの３ｘ３、スポ

ーツクライミングとありますが、町長はどの種目に関心があるか、また
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は試みたいと感じるか、所感をお伺いしたいと思います。 

    続いて大綱３、町長の４年間の成果。 

    （１）この４年間、田中町長自身どのように評価しているのか、お伺

いいたします。 

    （２）ＳＳＰ構想に偏った政策と見受けられますが、町長自身、客観

的に判断した場合についてお伺いいたします。 

    （３）町長選挙に出馬するのか。出馬するとしたらＳＳＰをどのよう

に今後進めていくのか、お伺いいたします。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。初めに教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 皆様、おはようございます。 

    鈴木利博議員の大綱１つ目、英語そろばんを取り入れてはの御質問に

答弁いたします。 

    （１）の英語そろばん導入につきましては、小学校３・４年生で年間

２時間のそろばんの授業を行い、基礎・基本を学習しているところでご

ざいます。 

    他の学年ではそろばんの授業がなく、大郷小学校ではクラブ活動もご

ざいません。 

    そろばんの応用として、英語そろばんは有効だと思いますけれども、

現時点では導入は難しいかなというふうに思っているところでござい

ます。 

    （３）の英語そろばんのデモンストレーションは、専門的な知識及び

技術が必要であり、教職員は持ち合わせておりません。したがって、小

学校では限られた時数・学年でそろばんの学習を行っておりますので、

デモンストレーションはメディア等の活用で個人の判断に委ねたいと

考えております。 

    （２）は町長より答弁いたします。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に、答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 皆さん、おはようございます。 

    ただいまの（２）番について、私から答弁させていただきたいと思い

ます。 

    （２）の高齢者向けのそろばん実施につきましては、指先を動かすこ

と、計算することは、認知症予防の効果が期待されます。 

    本町では、楽しく会話をしながらできる「健康マージャン」を実施し
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ており、事業内容が重なる部分もございますので、内容を精査の上、検

討してまいります。 

    次に、大綱２つ目、アーバンスポーツを活用した地域活性化の御質問

にお答えいたします。 

    （１）のアーバンスポーツによる交流人口の創出と定住促進について

は、近年、国において地方創生の観点からスポーツを通じた交流人口拡

大等を推進しており、アーバンスポーツもその一環と考えております。 

    県内においても、既に整備が進んでいる自治体等もあり、子供向けの

教育やイベントが開催されております。 

    一方で、本町といたしましては、スポーツを活用した地域振興・地域

活性化事業として、「おおさとスマートスポーツパーク構想」や「かわ

まちづくり事業」等に取り組んでいるところでございますが、新たなス

ポーツの推進としてアーバンスポーツについても調査してまいりたい

と考えます。 

    なお、スポーツによるにぎわいの創出は、本町が目指すところでもご

ざいますので、本町の課題の一つである深刻化する人口減少を抑止し、

持続可能な社会の形成を目指してまいります。 

    （２）番のアーバンスポーツの施設整備につきましては、限られた財

源の中で効率的で効果的な施設運営が求められていると認識してござ

います。既存施設を活用しながら、アーバンスポーツを楽しんでいただ

くことで裾野を広げていくよう努めてまいります。 

    （３）番のアーバンスポーツへの関心につきましては、どの種目にも

特性があり、とてもすばらしい競技であると考えております。 

    昨年開催されたパリオリンピックでは、仙台市出身の選手がスケート

ボードにおいて銀メダルを獲得するなど、若い選手たちが励まし、たた

え合い、活躍する姿を見て、とても感動したところでございます。 

    大綱３つ目、町長の４年間の成果の御質問にお答えいたします。 

    （１）の私の４年間をどのように評価しているのかにつきましては、

行政信条である町民第一の下、本町の課題解決に向け、様々な事業を実

施してまいりました。 

    令和元年東日本台風により被災した中粕川地区の復興事業としての粕

川地区防災コミュニティセンターの建設、子育て支援策としての18歳ま

での医療費助成や学校給食費無償化事業及び保育料無償化事業等の継

続、本町の基幹産業である農業振興策としての多面的支払交付金事業の

ほか、町単独事業やＪＡと連携した補助事業の実施、前川地区圃場整備
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事業の推進、商工振興策としての割増し商品券発行事業等を実施してま

いりました。 

    また、高齢者対策としての補聴器購入助成、高齢者ふれあい号運行、

認知症高齢者見守り事業や救急医療情報キット配付事業の新設、介護予

防事業としてのいきいき百歳体操の継続、生活環境基盤の整備としての

町道改良事業や橋梁修繕事業の実施、大雨等の災害発生抑制のため河川

緊急浚渫推進事業、住民票など各種証明書のコンビニ交付や防災対策と

しての防災士資格取得助成事業など、限られた予算の中で、本町の輝か

しい未来を切り開くため、豊かで持続可能な町の実現に向け、希望を持

って挑戦を続け、次世代に向けて町民の皆様と連携して施策を実施して

きたところでございます。 

    私はこの４年間、地に足をつけ、町民の皆様に寄り添い、しっかりと

対応してきたと考えてございます。 

    （２）番のＳＳＰ構想に偏った政策ではなかったかにつきましては、

（１）番で答弁したとおり、様々な事業を実施してまいりましたが、本

町の課題であります少子高齢化、人口減少、農業の担い手不足及び令和

４年に指定されました過疎地域からの脱却等を解決するための手段の

一つとして、ＳＳＰ構想の実現が必要だと考えているところでございま

す。未来の大郷町の屋台骨をつくる重要な財産になるＳＳＰ構想であ

り、農業立町としての新たな農振のまちづくりでございます。 

    （３）の町長選挙に出馬するのかについての答弁をいたします。 

    私にとって、大郷町は最愛のふるさとでございます。よくしたい、豊

かにしたい、町民第一主義を掲げ、「少年には夢を、青年には希望を、

壮年には活力を、老年には生きがいを」を信条として、８年前、町長に

戻ってまいりました。ふるさとの再生に勇気と情熱を燃やし、志と使命

感についてはまだまだ私は健在であり、志あるところに道は開けると私

は信じております。 

    この先のことは、まだ私の後援会や有志の方々と意見や町政各般にわ

たり懇談もしておりませんので、町長選挙出馬については現段階では決

めておりません。 

    以上、鈴木議員の質問に対してお答えを申し上げさせていただきまし

た。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） では、大綱１の英語そろばんの再質問をする前に、ちょ

っと関連する質問をさせていただきたいと思います。 
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    昨日、鎌田議員の一般質問の中で、学校への不登校というお話がござ

いました。不登校の原因はなかなか、いろいろ原因があって、一言二言

で表せるものではないというふうに思います。でも、確かに原因は何か

しらあると思うんですけれども、ずばり教育長は不登校の原因をどのよ

うに捉えているか、もし分かれば教えていただきたいなと思うんですけ

れども、いかがでしょうか。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） お答え申し上げます。 

    昨日もお話し申し上げましたけれども、不登校の原因というのは複雑

に絡み合っておりまして、なかなかそれを分析して対策を打つというこ

とは非常に難しい時代に入ってきているなというふうに思っておりま

す。原因が分かれば手段も分かるということでございますけれども、な

かなか難しいというのが実態でございまして、そのことを踏まえて、や

っぱりどういう子供たちも学校に来て、様々な活動の場やあるいは称賛

の場を保障されて、いわゆる心も体も幸せな状態、ウェルビーイングな

状態をつくってもらえるように、校長先生方を通してこれからも努めて

まいりたいなというふうに思っているところでございます。 

    お答えにならないかもしれませんが、非常にやっぱり絡み合って、難

しいなというふうに思っております。子供が行きたいな、学びたいなと

思ったら、そういった子供たちに応えられるような環境整備をしてまい

りたいというふうに思っております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） 確かに今難しいという御回答のとおりだと思います。 

    学校への不登校については一旦ちょっと右側に置いておいて、次にシ

ニアライフの方のことをちょっと考えてみたいと思うんですね。シニア

ライフの方で、俗に言うサンデー毎日の方で、ほぼ毎日何もすることが

ないという方をちょっとイメージしていただいて、これをちょっと左側

に置いたとしますね。 

    先ほどの右側と左側の方の場合で、ここからがポイントなんですけれ

ども、この両者にはある共通するキーワードがあるということに私はち

ょっと気付いたわけなんですね。そのキーワードというのは、ずばり教

育長、何だと思いますか。ちょっと難しいかもしれませんけれども。 

議長（石川良彦君） 通告の内容に沿ってください。１回目は大枠でよろしい

ですけれども。よろしくお願いします。 
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３番（鈴木利博君） はい、わかりました。 

    では、ずばり「きょういく」と「きょうよう」というのが要はキーワ

ードなんですね。この「きょういく」というのは、教える「教育」では

なくて、「今日行くところ」という「きょういく」なんですよ。「きょう

よう」というのは教え育てるほうではなくて、「今日用事がある」とい

う「きょうよう」なんですね。これは一般的にシニアの方に当てはまる

言葉だと思うんですけれども、これが今はシニアだけじゃなくて不登校

になっている子供にも実は当てはまるんですよ。ということには私は最

近気づいたんですね。なぜかというと、結局今不登校している方という

のは、学校に対して「あした行ってみたい」とか、「学校に行って何を

したい」とかという、やっぱりそもそもの核がないんですよね。だから

結局不登校になっているんじゃないかなというふうに私は思うんです

よね。 

    そういうことをいろいろ打破していくところを考えていくと、先ほど

のこれから再質問するそろばん教室にもつながっていくんですけれど

も、という前段はいいとして、続いて再質問ところで、（１）、確かに小

学校３・４年生での年間２時間のそろばんというのは非常に少ないなと

いうふうに思うんですけれども、実際ちょっとインターネットでいろい

ろ調べると、例えば事例として、最近の小学校での学習要領でも３・４

年生でそろばんを取り入れているケースも増えておりまして、実際に筑

波大小学校ではそろばんと英語を組み合わせたバイリンガルそろばん

研究事業が２年間にわたって取り入れられたという実績もございます。 

    日本語でのそろばん学習に比べて、英語で行った場合はさらなる集中

力の向上が見込まれるという結果もございますので、ぜひこの辺は教育

長、今の大郷のたった２時間のところじゃなくて、これを大郷町全体と

いうか小学校全体で取り入れてみると要は何が効果があるかというと、

やはり子供たちも学校に対する意欲とか、何ていうのかな、そういうき

っかけづくりには十分なるんじゃないかと思うんですけれども、その辺

はどうでしょうかね、教育長。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 実はこの御質問をいただいて、私も初めて聞く内容で

ございましたので、大変勉強不足であったんですが、議員もＰＴＡ会長

さんをされて、いろいろ学校事情にはお詳しいと思いますけれども、学

校教育というのはある程度の標準時数というのがございまして、学習指

導要領を基にした標準時数がございます。ちなみに小学校３・４年生の
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算数の授業でそろばんをやるということになってございますけれども、

２時間だけなんですね。で、小学校の算数の授業をどのぐらい年間やっ

ているかというと、３年生で182時間、４年生で180時間です。余裕時数

を持ってそのぐらいの時間を組んでいるんですけれども、そこに２時

間、そろばんの時間がございます。それは学年でやる場合ですけれども。 

    それから、クラブ活動は４年生以上で、年間７時間でございます。で

すから、非常にそういう意味でカリキュラムをどのように組んでいくか

ということを、カリキュラム編成権は校長にございますので、その辺い

ろいろ考えさせていただいて、校長先生がやっぱりこういう教育活動は

子供たちにとって議員がおっしゃるような有効性が認められるという

んであれば、そういったところで教育課程を編成していくということに

なります。それはやっぱり１年、２年かけてやっていくものだというふ

うに思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） 実は先日、たまたま別な県で小学校に行った際に、校長

にちょっとお話をしたら、校長もちょっと言葉がなかったんですけれど

も、でもそろばんはやはり、何ていうんですかね、決して時代遅れでは

ないんですよね。これは教育長も十分御理解されていると思いますけれ

ども、やはり今の子供さんは片手にはスマホを持っているわけですよ。

もう片方にはやっぱりそろばんなんですね。もうそういう時代をやっぱ

り求めていかないとならないと思うんですけれども、ぜひ教育長、これ

は小学校のみならず、もう幼稚園ぐらいから本当にそろばんをやってい

くような町の礎というか、そういうものも必要かと思うんですけれど

も、やはり今鳥海教育長が教育長になっているのもそういうタイミング

というか、というときなのかなと思うんですけれども、どうでしょうか。

これは逆に言うと鳥海教育長じゃないとできないのかもしれませんけ

れども、どうでしょうか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 難しい御質問でございます。新しい小学校の校長先生

に、議員さんのほうからそういう話をされて、そういう回答が、表情が

あったということでございますけれども、やはり繰り返しますけれども

本当にこれが子供たちの学力の形成なり人間形成に有効であるという

ふうに判断する、データも集めて、本当にこうやっていくべきだという

んであれば、これはやっぱり学校の教育課程の中にきちんと位置づけて

やっていくものだというふうに思います。 
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    このことにつきましては、校長会等で検討させていただきたいなとい

うふうに思っております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） ぜひお願いしたいと思います。教育の場というのは、子

供たちが成長する中で、やはり悩み、戸惑い、不安などを乗り越えてい

くためのきっかけの場、それらを一緒に考え、またその環境づくりが今

の教育の場には必要であると強く感じておりますので、ぜひ教育長、よ

ろしくお願いしたいと思います。そして、それがやはり、前回もありま

したけれども学力低下、今県内でもワーストですよね。ワーストからＶ

字で上るためのやっぱりきっかけづくりには十分効果があると思いま

すので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

    続いて大綱２のアーバンスポーツに移っていきたいと思います。 

    アーバンスポーツなんですけれども、この中で「新たなスポーツの推

進として」ということで答弁があるんです。この「新たなスポーツの推

進として」というところで、もうちょっと具体的な答弁をお願いしたい

と思いますけれども。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（齋藤正智君） お答えいたします。 

    新たなスポーツの推進ということでございますけれども、私もアーバ

ンスポーツというものを実際知識として、この御質問があるまであまり

なかったものですから、今回新たなスポーツということでここに掲げて

おりますけれどもスケートボードとかＢＭＸとか、こういうものを何か

の形で情報収集しながら取り入れられたらいいのかなと思って、調査す

るということで記載させていただきました。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） ぜひ課長自ら例えばアーバンスポーツにチャレンジして

みるとか、となるとまた気持ちも違うんじゃないかと思うんですけれど

も、その辺どうでしょうか。 

議長（石川良彦君） 社会教育課長。 

社会教育課長（齋藤正智君） お答えいたします。 

    実は私も中学校時代にスケートボードをやったことはございます。た

だ、トリック、ジャンプ技とかそういったところはできなかったんです

けれども、オンボードでのダッシュとかチックタックとか、そういった

ものは一応経験したことはございます。 
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    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） やはり今担当課長になったのはそういういきさつもあっ

たのかなと思いますので、ぜひ今後は課長自らが推進して、大郷町のア

ーバンスポーツとして頑張っていただきたいというふうに思います。 

    それで、ちょっと私も候補地として一つ考えたのは、郷郷ランドとこ

っちのトイレのあるところにちょっとスペースがありますよね。ああい

いところを例えば使って実際やってみるのがいいのかなと思うんです

けれども。 

    あと、アーバンスポーツのいいところというのは、やはりイニシャル

コストが割かしそんなに高くないのかなというところと、いろんな多方

面からこういった施設に赴いてくるというところが、移住・定住にはす

ぐ結びつかなくても、すごい大郷の知名度アップにはつながると思うん

ですけれども、その辺はどうでしょうかね。 

議長（石川良彦君） 社会教育課長。 

社会教育課長（齋藤正智君） お答えいたします。 

    現在の既存施設の利用という部分になるかと思うんですけれども、実

は粕川地区の防災コミュニティセンターにつきましては、現在御寄附い

ただきまして、３ｘ３の施設だったりとか、そういったものができる環

境のほうは整っているものですから、ある程度、例えばそのほかにＢ＆

Ｇであれば３ｘ３の競技をするとか、そういったことも可能なのかなと

いうふうには考えております。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） ぜひ実現していただければと思いますので、御期待申し

上げます。 

    続いて、大綱３の町長の４年間の成果に移りたいと思います。 

    町長もさらに４年間いろいろやってこられたのかなと思うんですけれ

ども、ここでちょっと質問しづらいところだと思うんですけれども、ず

ばり町長自身、自分の評価に対してもし点数をつけるとしたら、なけれ

ばないでもいいです、フリーです、答えは。お願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ＳＳＰを除く行政執行については、私は90点をあげても

いいのではないかというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） ということは、ＳＳＰにかえるとということは、昨日も
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そうだったんですけれども、事業費が8.8億円ぐらいまで上がっている

んですけれども、町長、このＳＳＰはやっぱり予算が幾ら、例えば10億

円を超そうが20億円になろうがやらないといけないという、やっぱりそ

ういう信念というか、何かあるんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 幾らかかろうがということではございません。本町の能

力に応じた適量の事業であるというふうに私は理解してございます。８

億円の歳出の内容と歳入の内容については先日もお話したとおりで、新

たな財源が加わることによってかなり町の持ち出しを下げることがで

きるという、そういう試算が出ておりますので、ただ3.3倍になりまし

たよという、そういうものではない。最終的に歩留りがどこに行くのか

ということを、我々は広く歳入の計画を立てて、ここまで来たところで

ございます。 

    ただ、時間がたつにつれ、設置する条件が大変、昨今の物価高によっ

てかなり変わってくるということでありますので、私も自分の事業を通

して、自己資金でやる部分と借金でやる部分、借金しても返済できるか

できないかという見極めは、その経営者の能力でございます。幾ら金を

貸すからやれと言われても、やる気のない人は全然できませんので、や

る気のある人は、なくてもどうしてやるかということを考える能力があ

る方が私は経営者であるというふうに思っておりますので、事業をやる

にしても、今ここに私が立っているにしても、どこに自分が何をもって

ここに立っているのかというものが、どんな状況になろうが変わらない

というのが私の生きざまでございますので、ただこの事業は。 

    実は昨日、子供たちが入ってまいりました。傍聴に来ました。５月24

日の大郷小学校の運動会に私もちょっと顔を出しましたら、隣に校長が

いて、私がここに座った。子供たちが私にすがって、ぜひ町長さん、こ

の事業をやってくださいと、我々の夢なんだということをじかに訴えら

れました。校長がびっくりして、いや、こんな子供たち、私も各学校を

歩いて来ていますが、初めて見たということを言っておられましたが、

そのくらい子供たちには夢があって、将来の自分たちの町を想像した、

そういうものを思い浮かべながら子供たちが今頑張っている。登校拒否

の問題もそうであります。我々大人がしっかりすることによって、また

子供たちの環境も変わると私は理解してございます。そのくらいこの事

業は、今目先のことを申し上げているのではございません。今まで何年

も、私が物心ついた頃から、この町は合併して70年を今年迎えましたが、
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あの合併の状況も私、小学校１年生でした、見ておりました。櫻井町長

が大郷町を一周、自転車でロードレースをやった。俺の友達が、５つ６

つ先輩の人ですが、この方も自転車ロードレースに出て、何か賞をもら

ったと喜んで帰ってきた、そんなことを思い出しているところでありま

すが、みんなが今この町の課題をどう解決していくのかということを、

私今申し上げたとおり、８年前、そういう思いを持ってこの場所に戻っ

てきました。 

    今、８年の歳月で、この問題を抱えながら、ただいま鈴木議員から町

長選に出馬するのかという御質問がございましたが、出馬するかしない

かについては、長年有志たちと、この町の将来を語ってきた人たちとま

だ話もしておりません。いずれ相談をして、どうするかを決断しなけれ

ばなりませんが、まずあなたから私に出馬するならＳＳＰをどのように

進めていくのかという質問がございましたが、この質問を私流に理解し

ますと、鈴木議員はいつでも私にＳＳＰに勧誘してもらってもいいよと

いう、そういう私流の理解を私が受けましたので、そのことをここでお

伝えしたいなと思っております。 

    立候補するならＳＳＰをどう進めていくのかという質問に対して、私

は鈴木議員はＳＳＰに自分を勧誘してくださいというような内容に受

け止めてございますので、勇気を持ってこの問題に、次の世代のことを

考えるならば、先ほど不登校の問題に触れておりましたが、そういうこ

とも含めて、大きな町の将来がこのことによって大きく変わることは間

違いないと私は思います。 

    幾らこの事業につぎ込むのかという質問がございましたが、国では総

事業費の２分の１まで面倒を見るということでございますので、８億円

の２分の１、半分を国に面倒を見てもらえるように努力します。 

    あとは、できるだけ町が歳出を抑えるためには、他の資金もお願いし

て、できるだけ町民の血税を使わないような工夫をしながらこの事業を

進めていくことが、今世紀、あと二度とこういう町の将来、産業の振興

がこれによって変わるというものはないというふうに私は思います。国

のほうにも、これが駄目になったらもうあとはお願いしたいとかという

ことは次の世代の人が、私よりも勇気のある人が出てくればまた違うと

思いますが、並大抵な努力では国を動かすということは私は無理でない

かというふうに思いますので、これが私は最後の大郷町の岐路に立った

ということを申し上げて、鈴木議員の今後進めていく考え方については

ただいま申し上げた内容でございますので、いずれもう少しあなたと２
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人でお話ししたいなというふうに思っておりますので、町長と議員の立

場ですから、町民の負託にどう応えていくかがお互いに問われる立場で

あるということを御理解していただきたいというふうに思います。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） 長々とありがとうございました。ということは、町長あ

れですよね、簡単に言うと出馬する方向が高いということですよね。だ

って途中でＳＳＰ投げられないですもんね。どうなんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 私の信念からすればそういうことになりますが、もっと

私よりも町民が別な方がいるよということになればまた別であります

が、ただ、私がそういう人と面談して、お願いしたいなというふうに思

います。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） すみません、繰り返しになりますけれども、やはり出馬

をするということで認識してよろしいんですよね。長い話はいいんです

けれども、結論から。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 今申し上げたとおりでございます。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） 何かすみません、ちょっと言葉が難しいので、出るか出

ないかだけでいいですから、お願いします。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 最初に私が申し上げたのは、今回は今の段階で出馬する

とかしないとかということは考えておりませんので、出馬を決めていな

いということは、今の段階で出るかと言われても、出るということの条

件は私にはないと、こういうことです。いろいろ私が今までお世話にな

った多くの皆さんとも、多分人生最後の私の仕事であるというふうに思

いますので、ここは慎重にいかなければと、そんな状況であります。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） では、最後の質問になります。もし町長が出馬しないと

なったら、ＳＳＰを支援してきた人は相当がっかりくるんじゃないかと

思うんですけれども、その辺はどうですか、町長。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） もちろんそういうことに物理的にはなるというふうに思
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いますが、支える町民の皆さんの意見をまず聞く必要があるということ

を申し上げておりますので、ですから後援会や有志の皆さんともまだ出

る出ないの話は相談もしておりませんので、まずこの議会が終わりまし

たら、こういう質問を受けたと、後援会どうすると、また私と共に４年

頑張るかというお話をさせていただきたいと思います。そうなって、決

まりましたらお電話でも差し上げますから、よろしくお願いいたしま

す。 

    それにしても、このＳＳＰを進めるためには、一番理解のある鈴木議

員ではないかというふうに思っておりますので、よろしくどうぞお願い

申し上げます。 

議長（石川良彦君） 鈴木利博議員。 

３番（鈴木利博君） 以上で終わります。 

議長（石川良彦君） これで鈴木利博議員の一般質問を終わります。 

    次に、１番赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 通告順位６番、赤間繁幸でございます。 

    通告に従いまして一般質問を行いたいと思います。ちょっと今やりづ

らいんですけれどもね。 

    大綱１番でございます。支倉常長公でまちおこしをということで、２

月に支倉常長大郷顕彰会の設立式がございました。関係する団体・個人

の皆様を迎えまして、盛大に開催することができました。 

    そういった中、県内では伊達政宗公を題材に大河ドラマをもう一度と

いう動きがあるようでございます。もしそうなれば、大河ドラマでまた

政宗公をやるとなれば、常長公が今後キーパーソンの人になることは間

違いないと考えます。であれば、本町が終えんの地の一つと言われてい

ることを今からアピールしていくべきだと考えます。 

    既にといいますか、先日川崎町で「支倉まつり」がございまして、ち

ょっとそこにお伺いしました。32回目だそうでございます。本当に盛大

にやってらっしゃって、いい祭りだなというふうに感じてまいりまし

た。 

    本町でも支倉常長公、せっかくゆかりがございますので、支倉まつり

をやってみてはどうかなと思いますので、そこのところの所見をお伺い

いたします。 

    大綱２でございます。ＳＳＰ構想について。 

    先月、商工観光課から企業誘致について現状と課題、今後の取組につ

いての説明をいただきました。本当にデータ等も使って分かりやすく、
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大変実になった説明だったのかなと思ってございます。 

    その中で、企業誘致という視点を持って見れば、今回のこのＳＳＰ構

想は町にとって非常に有利なものだと考えます。ただ、今はっきりとし

ない事業費、今は８億8,000万円、9,000万円ということだったと思いま

すが、それはまだはっきりしないのかなと思ってございます。そういっ

た中で、議会の承認を得るというのはなかなか難しいのではないかなと

思ってございます。 

    ですが、この問題については、「議論することなく」とは書いています

が、やはり昨日の委員会の報告にもあったとおり、しっかりとこれから

さらに審議を重ねて、結論を出していかなければならないと強く思って

ございます。そこの所見を伺うとともに、次のことをお伺いいたします。 

    （１）財政が苦しい苦しいと言ってございます。その町がこの事業費

に出せる上限の金額は幾らになるのかをお伺いいたします。 

    （２）予定地は、候補地ですか、圃場整備の予定がございました。今

回それから外してしまったということで、もしこの構想を断念した際に

は、それに対して町はどのように対応をしていくのかをお伺いいたしま

す。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの赤間議員の大綱１つ目、支倉常長公でまちお

こしの御質問にお答えしたいと思います。 

    支倉常長公の名前を冠したお祭りの開催につきましては、支倉常長公

の偉業と軌跡を伝承するとともに、町内外に本町と常長公の関係を改め

てＰＲできる機会として意義のあるものと考えております。 

    本年２月に支倉常長大郷顕彰会が設立され、これからまちおこしの機

運が高まっていくことが期待されます。 

    お祭りが継続的な盛り上がりを見せていくには、地域主導で取り組ん

でいただくことが効果的でございますので、町としても支倉常長大郷顕

彰会と連携して、検討してまいりたいと考えております。 

    大綱２つ目のＳＳＰ構想についての御質問でございます。 

    （１）のＳＳＰ構想の事業費につきましては、明確な上限金額は設定

しておりません。 

    ＳＳＰ構想に関する事業費は、国の補助金のほか、公共施設整備基金

と企業版ふるさと納税基金を活用する予定でございます。 

    現段階の試算では、総事業費のうち、町の持ち出しは主に基金からの

繰り出しとしておおむね４億6,000万円を見込んでございます。執行可
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能と判断しております。 

    事業を実施する際には、ＳＳＰ構想を目的とした企業版ふるさと納税

を積極的に募集し、公共施設整備基金の繰り出しの圧縮に努めてまいり

たいと考えております。 

    （２）仮にＳＳＰ構想を断念した場合の対応につきましては、事業予

定地の約60ヘクタールにおいて圃場整備事業が実施できるか県に確認

したところ、費用対効果が算出できないことから、国や県も圃場整備事

業はできないとの回答をいただいてございます。 

    このことを受けて、令和６年８月に鶴田川沿岸土地改良区にて、ＳＳ

Ｐ構想の見通しが立つまで１年間、圃場整備事業を延長する説明を土地

改良区、地元代表者の方々に申し上げたところであります。延伸はせず、

圃場整備事業を進める内容での強い要望がございました。 

    今後、ＳＳＰ構想を断念した場合、事業予定地は現在の圃場条件のま

まになるものと考えられます。土地改良区が事業主体として行う条件整

備事業を活用して大区画化するなどの対応も含め、関係機関と協議して

いくことになると考えております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） ここで10分間休憩といたします。 

午 前 １０時５９分  休 憩 

午 前 １１時０９分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を続けます。 

    赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） では、再質問のほうをさせていただきます。 

    先ほど御答弁の中で「常長公の偉業と軌跡を伝承する」ということが

ありましたけれども、改めて常長公の偉業というのをどのように認識

しているのかをお伺いしたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    支倉常長公は、伊達政宗公の外交政策により、当時は本当にもう命を

かけて航海を行って、スペイン国王、あとローマ法王に謁見して、信書

を持って通商政策の成功に尽力した。結果はなかなか伴わなかったわけ

でございますけれども、我が宮城県、そしてその英雄である伊達政宗公

が信頼をして、「この人に」ということで仙台藩の行く末を託した、そ

ういった人がこの大郷町で人生の最期のところを送られた。そして、そ
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のお墓が我が町にある。こういったことで、仙台藩、大郷町も仙台藩の

中にございますけれども、我々が過ごしているこの地の礎を築かれた偉

大なる先人に非常に信頼を置かれ、そして外交の先駆者として海を渡ら

れた、そういった偉業というものを私たちは認識しております。 

    こういったことを偉業として、この大郷町のみならず宮城県全体とし

ても非常にたたえておりまして、それが私たちの住む大郷町にゆかりの

ある方だというようなところ、こういったことを偉業として考えてござ

います。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 本当におっしゃるとおりだと思います。本当にすごい強

い使命感で、その中で本当に誰もやったことのない、２つの海を渡ると、

その困難に自分の道を切り開いていく姿勢は本当にすばらしいものだ

と思ってございます。 

    それを思ったときに、今小学校でどのような理念というか、あります

よね、「こういう子供にしたい」と。ということを考えたときに、たく

ましい子供にしたいということを考えれば、まさに常長公のような人間

になってもらうこともすごい大事なのかなと思います。 

    ですが、今小学生が常長公をどれくらい知っているかということを考

えたときに、どうなのかと思うんですが、教育長、その辺はどうなんで

すか。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 御質問ありがとうございます。びっくりいたしました。 

    社会科の授業で大郷の先生方が編集した社会科の大郷の暮らしにまつ

わる資料がございます。その中で大分紙面を割いて支倉常長公の偉業に

つきましては教材化をしておりますので、ほとんどの子供たちは支倉常

長がどういう人物で、どういったことをしたのかということは概要的に

は把握しているというふうに認識しているところでございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） そうだったんですね。私も子供が２人いましたが、なか

なかちょっと話す機会がなくて、私が振らなかったから子供たちも答え

なかったのかなということだと思います。 

    今やってらっしゃるということだったので、もっともっと知っていた

だくことが大事なのかなと思います。そうすることによって、やっぱり

教育長が前におっしゃっておりましたが、子供たちが大郷町に対する郷
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土愛を深くしていく要因の一つにもなっていくんではないかなと思っ

ております。 

    子供たちが常長公を知ることによって、この間、課長もいらっしゃい

ましたけれども、川崎町のお祭りのパレードの中で御婦人方が着物をそ

ろえて踊っていく、その後を子供たちが本当に楽しそうに踊りを、何て

いうんですかね、誇らしげに踊っている、その姿を見たときに、ああ、

本当にいいなというふうに感じました。 

    町で支倉まつりをするといったときに、そのパレードができるかとい

えばそれはなかなか難しいのかなというところもありますが、やっぱり

支倉常長公の当時の生き方というか、そういったものに思いをはせる時

間をつくることができればいいのかなと思っています。 

    課長、御一緒に行きましたけれども、祭りを見てどのようにお感じに

なりましたか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    今赤間議員おっしゃいましたように、私も一緒に拝見させていただき

まして、途中まででしたけれども、子供の皆さんがやっぱり地域の英雄

であると、地元の英雄であるというようなことを本当に認識していらっ

しゃるんだなということをすごく感じました。その子供さん方が大人に

なり、やがて町の中核になる、さらに年を重ねられて老年世代に入られ

た方々についても同様に、恐らく子供の頃から支倉常長公は地元の英雄

なんだよというようなことを認識されて、そしてお祭りに参加されてい

たのかなというふうなことは感じました。そして、支倉常長さんという

存在が身近にあるんだなということも併せて感じたところでございま

した。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） そういった中で、すごく常長公が身近に感じられるとい

う御回答だったと思いますけれども、あの祭りを見て、町としてやるべ

きかどうかはどのように思いましたでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 町長からの答弁でもございましたけれども、お

祭りを開催するということの意義というものはあるなという思いは強

く持ちました。 

    ただ一方、それを町としてやるべきかどうかというところにつきまし
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ては非常に難しいところでして、今この時点では我が町における状況も

鑑みながら、もっと慎重に、どのようにやったらいいのかということも

含めて検討していく必要があるなというふうに思っております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 御答弁の中に「地域主導で取り組んでいただくことが効

果的」とありますが、実際顕彰会が今立ち上がりましたけれども、核と

なる方々はもう大分高齢で、以前、昔、支倉常長公のお祭りをメモリア

ルパークで当時やっていたと、本当に大変だったんだということでござ

いました。今、顕彰会、御高齢の方たちはなかなか大変だと。その次の

世代、私たちの世代になりますけれども、なかなか人もいないとなって

きたときに、やっぱりこれは、私たちもやらないわけではないですけれ

ども、町がぜひ一緒になってやっていただくことが大事だと思います。

その点についてお伺いします。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お祭りにつきましては、せっかく開催するなら

ば、やはり一過性のものとして終わらず、地元の伝統行事として長く継

続するように、町に定着するような取組になってもらいたいと思ってお

ります。 

    そのためには、赤間議員おっしゃいましたが、ぜひ町でということで

したけれども、もし仮にやるとなった場合ですけれども、町も一緒に汗

をかくことになると思いますけれども、そのためにもまずは地域の住民

の方々から機運が高まっていって、そして自分たちがつくり上げるお祭

りというようなところで、まず主導してスタートしていただくというこ

とが大事なのかなというふうに思っております。今申し上げましたとお

り、そうなったときに町は一歩引いておくとかそういうことではありま

せんで、答弁でもありましたけれども、一緒に連携して汗をかいていき

たいというふうに思っております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） ということは、今年その機運が高まったら、今年一緒に

やるということですか。 

議長（石川良彦君） 町長に聞きますから。課長は度々話をされているので。

町長、今までの質疑を含んで、この祭りについての所感を改めてお願い

します。町長。 
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町長（田中 学君） 継続するところに祭りの意義があるというふうに私は思

います。私もいろんな祭りを自分でつくり上げて、後輩にそれを渡して

まいりましたが、地元の神明社の祭りなんかは、中村のまちが年々廃れ

ていく姿を見て、何とかしなくてないなと。あのとおり店屋も今や１軒

もなくなった。寂しい限りだということから、何か起こそうということ

で、神明社のお祭りが始まった。毎年継続するためには資金がかかると

いうことから、その浄財を、ここの家紋入りの旗を奉納するということ

を提案しました。その旗を購入していただいて、毎年それを奉納するた

めに、奉納料として二、三千円の奉納金を頂いて、それを浄財にして祭

りをやってきた。コロナで一旦中断したんですが、今年のお祭りからま

た再開したようです。 

    やっぱり長く続けていくためには、次の世代も参加できるような、そ

ういう仕組みが必要なので、今回大郷顕彰会が発足したので、まず地元

の皆さんと顕彰会がどういう祭りを進めていくかを町のほうに提案し

ていただいて、それを町が受けて立つという構えをつくることが大事で

ないかというふうに思いますので、十分、不可能な話でないので、どう

ぞ。 

    私も仙台の青葉まつり、あそこに山鉾を出そうかということを考えた

ことがあったんですよ。東京の成田競馬を誘致した際に、東京からその

資金を持ってきて、やろうかなというふうな話をしたら、あれを一つ作

るのに１億円もかかるということで、1,000万円ぐらいなら何とかなる

なと思ったら、１億円かかるらしいです。どこかの古いのでも譲り受け

て、それを再生して大郷町を、まさに支倉六右衛門常長の偉業を仙台に

ぶつけっかなという、そんな思いもあったことを今思い出しているんで

すが、あなた顕彰会の会長をやっているんですから、どうぞ町を上手に

利用して、盛大にやっていただきたいなというふうに私は思います。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 大変心強い御答弁をいただきまして、ありがとうござい

ます。 

    さっき神明社のお祭りの話が出ましたが、「議員さん、あんたの旗１本

も立ってないよ」と言われて、来年ちょっと私も旗を立てようかなと思

っているところでございます。 

    本当に顕彰会、これから地域の皆さんと一丸になって、祭りをできる

ように頑張ってまいりたいなと思っておりますので、その際にはぜひ全

面的に町からどっさりどっさりとバックアップしていただければなと
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思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

    次に、大綱２の再質問をさせていただきます。 

    今回の御答弁の中で、上限金額は設定していませんということでござ

いました。ですが、上限金額は青天井ではないということは先ほど鈴木

議員への町長の御回答で、そのとおりだなと思っておりますが、今おお

むね４億6,000万円を見込んでいるということでございますが、その原

資はどのように、何をもって使うのかをちょっとお伺いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    今現在４億6,000万円ほどのものに対しまして、企業版ふるさと納税が

今あります１億5,000万円弱を使って、そのほかにつきましては２億

6,000万円ほどになりますが、これは公共施設整備基金を充てたいとい

うふうに思っております。公共施設整備基金は６月補正時点での残額で

６億8,000万円ほどありますので、十分執行は可能だというふうに思っ

ております。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） その４億6,000万円のうち、基本は企業版ふるさと納税で

１億5,000万円ということですか。残りを……（「２億円」の声あり）あ

あ、なるほど、はいはい、分かりました。総事業費、今までかかった分

も含めてということですよね。残りが２億6,000万円ということですね。 

    確かに私もその２億6,000万円を公共施設整備基金から出すというの

はいいと思っております。公共施設整備基金の原資は、ボートと競馬場

から年間大体3,000万円ぐらいですかね、頂いている中で、今そこを前

借りしてという考えなんですが、５年間で元に戻すと考えれば約１億

5,000万円ぐらいは使えるんだと。さらにその整備基金の中に粕川小学

校を売ったお金というのも入っていますと。それはたしか私１億5,000

万円ぐらいだったかなという認識なんですが、いいですかね。 

議長（石川良彦君） 財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    議員さんおっしゃるとおり、町有地等の不要なところを売ったお金と

いうのももちろん入っております。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） であるなら、３億円ぐらい基金から使わせてもらって、

それはちゃんと後で補塡する、また元に戻すということが大事だと思い

ますので、であれば大丈夫なのかなと私なりには思っているんです。た
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だ、今回、さらに調整池の追加、何ていうか、町が発注しますよね。そ

うすると大体８億9,000万円ぐらいになりますよねということになりま

す。今おっしゃった中で、私は基金の中から３億円ということを考えて、

あと寄附金が２億円で、５億円ですよね。残額３億9,000万円、それを

どうやって手当てするかということが大事になってくるかなと思うん

ですが、その辺についてお伺いします。 

議長（石川良彦君） 財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    調整池のお話がございましたが、調整池につきましてはスポーツＸ様

のほうからの御協力というのもいただけるというふうに思っておりま

すので、全額町というふうには考えておりませんが、残りにつきまして

は、まずは公共施設整備基金のほうから充てさせていただきまして、あ

とは町のほう、それからもちろんＸ様のお力もお借りして、企業版ふる

さと納税をどれだけ集められるかというところになろうかと思います。

それにつきましては、町のほうとしまして委託契約しているところもあ

りますし、地元の銀行さんとも協力関係を築いておりますので、その辺

も活用していきたいというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 今地元の銀行さんというのは具体的にちょっとどういう

ことなのか、お伺いします。 

議長（石川良彦君） 財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    地元に七十七銀行さん、仙台銀行さんがございますが、そちらにつき

まして企業版ふるさと納税について御協力いただけるような協議をし

ているという状況でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 協議をしているということで、ただ、集められなかった

場合どうするんですかということをやっぱり考えないと駄目だと思う

んですよ。その場合はどうするのかなと。あとは、スポーツＸさんから

調整池のお金をもらうということなんですが、それが駄目だったときに

どうするのかということはしっかりと考えなければならないと思うん

ですが、その点についてはお考えになっていますでしょうか。 

議長（石川良彦君） 復興推進課長。 

復興推進課長（武藤亨介君） お答えさせていただきます。 

    可能性のお話として、現段階で事前相談という形なんですが、今調整
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池としましては約１億3,900万円程度を見込んでございます。こちらに

つきましては設計ベースではじいた積算額となってございます。こちら

は今のところ、ハード事業ですので第２世代交付金の対象というふうに

考えてございまして、こちらを町が実施することによりまして、半分は

交付金として対応できるかなという考えでございます。残りの半分につ

きましては、議員さんおっしゃいますとおり最悪のシナリオを考えた場

合に、そちらは今企業さんから当然そこも含めて出していただくという

ところで話は進めておりますが、保険を打つというか、そういう視点で

見れば、そこは事業費として考えておくというのも一つの考え方という

ふうに考えてございます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） ぜひそこはしっかりと考えてください。やっぱり駄目だ

ったとなったときに、じゃあどうすんだ、そこからという話ではちょっ

と困りますので、その辺は本当に考えていただきたいなと思います。 

    この事業というのは、将来の世代のために町がやろうとしていること

ですので、将来に決して借金を払わせるとか、そういったことがあって

は絶対ならないと思いますので、その辺はしっかりしていただきたいな

と思います。 

    もし仮にもらえなかったときに、いろんなやり方があると思います。

もうそれこそ三役の方々が給料をカットしてお金を幾らでも出すとか、

そういったことも、やっぱり身を切って、今の世代が、私たちがやる覚

悟がないと駄目だと思いますので、その辺はしっかりと覚悟してもらい

たいなと思います。 

    次に、圃場整備の事業から外れたときには、改良区と相談をして、簡

易的な多分圃場整備をするということなのかなと思っています。例えば

山崎であったり羽生でやったような圃場整備なのかなと思いますが、い

いですかね。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農林振興課長。 

農林振興課長（本間文二君） お答えいたします。 

    そのとおりでございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） もしそれをするとなったときに、町の持ち出しというの

はどれぐらいになるんですか。 

議長（石川良彦君） 農林振興課長。 
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農林振興課長（本間文二君） お答えいたします。 

    農地条件整備事業につきましては、山崎地区、羽生地区で区画の拡大、

それから暗渠排水の対策をしました。 

    この事業につきましては、改良区が事業主体となって行っております。 

    お金としましては、国からの定額助成と地元負担になります。町とし

ましては、山崎・羽生地区で行った場合なんですけれども、町として地

元負担分について支援をしていまして、区画拡大であれば地元負担額の

85％、またはその年度の実施面積の１反歩当たり１万円、計算したとき

にいずれか少ないほうを町から補助金として支援しています。暗渠排水

につきましては、地元負担額の85％、またはその年度に行った暗渠排水

対策の実施面積の１反歩当たり3,000円、面積に掛けまして、それもい

ずれか少ないほうを補助金として支援しております。そういった枠組み

で町としては２地区については支援をしております。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） すみません、ちょっと計算が私追いつかなかったので、

ざっくりと60町歩、55町歩ですか、田んぼの面積にすれば、それをニコ

イチですかね、にすると考えたときに、幾らかかるのかをお伺いします。

分かればでいいんですけれども。 

議長（石川良彦君） 農林振興課長。 

農林振興課長（本間文二君） お答えいたします。 

    条件整備事業につきましては、まずそのやる内容によって国の定額補

助があって、その残額が地域の負担ということなので、単純に工事費が

幾らというちょっと積算は町のほうでは見ておりません。その地元負担

額に対して補助をしているというところになります。 

    ちなみに申し上げますと、圃場整備だと今のところ大体300万円から

350万円ぐらい、１反歩当たり、それは２ヘクタールにするための圃場

整備にそれぐらいかかるというような積算で今県のほうと調整してお

ります。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） ちょっと私も今頭の中がこんがらがっているんですけれ

ども、今回圃場整備、２町歩田にする中では、大体１反歩当たり300万

円かかると。実際そうなってくると、町は大体１反歩当たり30万円の負

担が必要になってくるのかなということを前回お伺いしたと思ってお
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ります。本来あの場所を圃場整備するということを考えれば、町として

も55町歩に対して約２億円ぐらいの負担はあったのかなと思いますが、

それでよろしいんですか。 

議長（石川良彦君） 農林振興課長。 

農林振興課長（本間文二君） そのとおりでございます。以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 圃場整備をして２億円の負担があったと。この事業がな

ければ。この事業をすることによって、約55町歩の造成地が今４億6,000

万円と言っている中で手出しが２億6,000万円ということを考えると、

私は悪い話ではないのかなと思っております。 

    そこで、先日総務産業委員会で企業誘致についてレクチャーを受けた

ときに、企業が進出をするときに最優先とする条件というのをレクチャ

ーいただいたわけですが、工業用水とか電力というのはあまり意識はし

ていないと。それよりも労働力、そして交通のアクセス、そして何より

その用地の価格が一番大事だというふうなことを説明いただきました

が、それでよろしかったですか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    今赤間議員がおっしゃったとおりでございまして、その際に活用させ

ていただいたデータというものは、一般財団法人日本立地センターとい

います産業立地や地域産業振興に関する調査やコンサルティングを行

っている団体がございますが、そのセンターが毎年「新規事業所立地計

画に関する動向調査」というものを行っていまして、その2024年度の調

査結果の中で、企業が立地環境において重視をする要素として「用地価

格」「交通アクセス」と回答された割合が特に高かったという結果でご

ざいまして、そのほかでは「豊富な労働力」であったり「取引先市場と

の近接性」であったり「災害リスク」、そういった回答結果が得られて

おります。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） その中で、今言っていただいたことを御説明いただいた

んですが、企業誘致をするということを考えたときに、やっぱり昨日の

委員会の報告でもあったとおり、用地をしっかりと準備することが大事

だと思っております。ただ、その用地を前もって準備するということを

考えたときに、１ヘクタール造成をするのに大体どれぐらいの費用がか
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かるのか。分かればでいいんですが。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 申し訳ございません、今時点でその資料は持ち

合わせておりませんで、どのぐらいの費用がかかるかというところはこ

の場でお答えすることはできません。 

議長（石川良彦君） 通告の内容に沿った形でお願いします。赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） はい。すみません。 

    何が言いたいかといいますと、今黄金山ですかね、涌谷に造成地があ

りますけれども、そこは平米当たり約8,000円で売りに出していると。

そこが県内では今一番安い価格なんですね。平米8,000円ということは、

１ヘクタール当たり大体8,000万円で売るということを考えたときに、

造成をかけるのにやはり8,000万円近くかかるんだいうふうに思ってい

ます。すみません、これは企業誘致という観点を考えたら造成地がいい

という話なんですが、今回19町歩で町の手出しが２億6,000万円という

ことを考えたときに、１ヘクタール当たり大体1,300万円ぐらいででき

る計算になるんですよ。そう考えたときに、私はこれは町にとってはか

なり有利な話なのかなというふうに感じたんですが、そこをどう思いま

すかと言ったら「そう思います」と多分言うのかなと思うんですけれど

も、だからあえて聞きません、と思っています。ただ、有利な条件はあ

るんですが、まだやっぱり財源がちょっと分からないというところがあ

るので、そこはやっぱりしっかりと示していただきたいなと思います。

そう考えれば本当にいい話なんですが。 

    あともう１点、ちょっと気になる、昨日の鎌田議員に対する答弁もあ

ったんですが、その契約の条件をどうするか。これはもう去年の６月か

らずっと言っていることなんですよ。スポーツＸさんにはお示しをした

と言っています。お示しをしたんですが、その後どういう話合いになっ

ているのか、話合いをしているのかどうか、そこをちょっと聞きたいで

す。 

議長（石川良彦君） 財政課長。 

財政課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    お示しをしたときには、一面として整備をするというお話をしており

ましたので、その後に調整池の問題であったり、第１工区、第２工区と

分けるというようなお話が入りましたので、その点につきまして当初お

示しした中身と変わっております。ですので、その分については、その

辺の明確な話が出来上がった際にその土地の話を改めてしましょうと
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いうお話で、今うちのほうからは町のほうで考えている条件は提示して

いるという状況でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間繁幸議員。 

１番（赤間繁幸君） 先日町長が「何が足りないのか教えてくれ」と議会に言

っていたと思います。そういったことだと思うんですよ。質問したこと

に対して、じゃあ契約の内容はどういうふうにするんですかと。なかな

か回答がないですよね。あとは事業費は幾らになるんですかと。そこを

教えてほしいんです。そうしないと私たちは、多分しっかりとこれが本

当に町にとっていいことなのかどうなのかという判断がなかなか難し

くなってきますので、ぜひそこはしっかりつくっていただいて、示して

いただければと思いますので、よろしくお願いします。 

    これで質問を終わります。 

議長（石川良彦君） これで赤間繁幸議員の一般質問を終わります。 

    次に、５番佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） では、通告順位７番の佐々木和夫です。よろしくお願

いいたします。 

    大綱１、旧大郷牧場の現状及び今後の対応等についてということでお

伺いします。 

    令和７年度の予算に関する説明書に記載されております旧大郷牧場賃

借料193万6,000円、あと草刈り業務174万5,000円、合計368万1,000円を

予算計上してございます。毎年賃借料を払い、草刈りだけ行っていると

いうような現状と見受けられます。 

    今後、大郷牧場をどのように活用していくのか、考えをお伺いいたし

ます。 

    続きまして、大綱２、消防団・交通指導隊・鳥獣被害対策実施隊の人

員補充について。 

    消防団員、交通指導隊員、鳥獣被害対策実施隊員等の募集を広報紙等

で行っているようでございますが、人員減少が続いている状況が見受け

られます。 

    人員補充は、本町にとって安全・安心な地域が守られることにつなが

るので、今後どのように人員補充を行っていくのか、所見を伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの佐々木議員の大綱１つ目、旧大郷牧場の現状

及び今後の対策についての御質問にお答えします。 

    旧大郷牧場の今後の活用方針につきましては、現時点において具体的



―９８― 

に定めておりません。しかしながら、将来的な町の活性化につなげるた

め、観光や産業の分野における事業用地として活用することが想定され

ます。 

    旧大郷牧場に関しては、民間事業者から事業への活用に関する相談を

いただいておりますので、今後も民間の力やアイデアを借りながら活用

策を検討してまいりたいと考えております。 

    大綱２つ目の消防団・交通指導隊・鳥獣被害対策実施隊の人員補充に

ついての御質問にお答えいたします。 

    消防団員及び交通指導隊員の人員確保につきましては、本町の課題で

あります少子高齢化や人口減少等により、困難な状況であると考えてお

ります。 

    募集につきましては、引き続き広報紙やホームページなどにより広報

活動を行うとともに、消防団員につきましては、各地区と連携を図りな

がら、新規団員の加入促進に努めてまいります。 

    鳥獣被害対策実施隊員につきましては、現在９名おりますが、イノシ

シ被害等が増加しておりますので、人員確保は必要だと考えておりま

す。 

    町としては、隊員の拡充を目的に、わな猟免許取得助成補助金を予算

化し、わな猟免許の取得及び更新する経費の一部を補助しております。 

    今後も補助金等を周知しながら、隊員が増えるよう広く呼びかけてま

いりたいと考えております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 大変ありがとうございます。 

    大郷牧場の跡地、これは何ヘクタールあるんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    町が賃貸借契約を結んで借りている土地の面積というところでお答え

させていただきますが、借地面積は92万1,816平米になります。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 単純に92町歩ということでよろしいんですよね。 

    これはちょっとどこからどこまでが92町歩、大枠の、ここら辺からこ

こら辺までということで東西南北でここからここまでとかというのは

分かりますかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 
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商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    町道長福寺線と中村川内線の南側になります。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 町道長福寺線と中村川内線、あれの南側ということは、

どこまでの南側なんでしょうか。番ヶ森まで行くのか、それとも実成沢

のほうまでなのか。あと、東側も。西側と。北側は分かったんです、何

となく。ちょっとそこら辺、92ヘクタールってまさか、書いてある面積

は相当大きいので。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 私の認識では、○○○○さんのあの沢から○○さん。○

○さんからちょっと行った、その裏山、縁の郷まで、それから町道東成

田川内線、あの囲いです。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） ほぼ地元なので、よく分かりますね。大体その辺じゃ

ないかなあと思っていたんですが、地権者は何人ぐらいいるんですか

ね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 地権者様は、13者、団体様も含めまして牧野組

合さんとか団体も含めまして13者になります。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） その方に賃借料を払っている。ということは、この方

の持ち物ですよね、自分のね。そうすると、多分農地か雑種地になって

いると思うんですが、これの固定資産税は年間幾らぐらい入ってくるん

ですかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    年間の固定資産税は約27万円ぐらいというふうに認識しております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 190万円近く払って、27万円しか収入がないという取り

方でよろしいんですよね。単純に言うと190万円ほど地権者の方々が利

益を得ているということになるんですかね。これ、草刈りもしていると

いうことは、地権者の方々は何もしないでこの金額を頂いているという

取り方にもなると思いますが、そういう見解でよろしいんでしょうか。 
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議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 何もしないで利益を得ているという表現がどう

かは分かりませんけれども、私のほうではちょっとお答えを控えさせて

いただきますけれども、事実関係といたしまして、町として賃借料を193

万5,000円ほどお支払いしておりまして、そして固定資産税が27万円ほ

ど入っているというふうなところでございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 答弁書において今現在具体的に利用を定めていないと

言いながらも、借りて何年たつんですかね、農地は。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 正確には把握していないんですけれども、少な

くとも20年ぐらいはたっているのではないかと思いますが、申し訳あり

ません、ちょっとここのところは今正確なデータを持ち合わせていない

もので、恐らくというところで答えさせていただきます。申し訳ござい

ません。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） たしか大郷牧場という名前がついているので、県の農

業公社で借りていたと思うんですよ。で、農業公社が多分、牛を放さな

いでやめますよねと言ったとき、多分本来は地権者に返すはずだったと

思うんですよ。でも、なぜ大郷町が借りたんですかね。この時点で何か

利用価値があるから借りたんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答えいたします。 

    旧大郷牧場の土地を町が借りております目的といたしましては、地権

者さんとグリーンツーリズムの事業用地というふうなところで今現在

賃貸借契約を締結しております。 

    町長からの答弁でも申し上げましたとおり、町としてあちらの場所は

様々な可能性を有しているというふうに考えておりまして、今後観光と

か産業とかグリーンツーリズムというようなところからも派生するよ

うな事業に利用するところとして非常に適している土地であるという

ふうなことで考えております。そういったところで、町としても引き続

き賃貸借というところを継続してきたところでございますけれども、今

後の事業展開がもしなされるといったときに、すぐにでも動き出せると

いうようなところで考えております。 
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    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 契約年数については、どのぐらいの契約年数のスパン

で契約をしているんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    １年契約で、異議がない限りの自動更新というふうになっております。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 先ほど課長さんのほうからグリーンツーリズムになっ

たらすぐに入れるというところだと思うんですが、どうも私が見る限り

は、木しかないような気が、雑木しかないような気がするんですよ。昔、

あそこの大郷牧場はきれいな緑地だったんですよ。牛が放されていて、

本当にきれいな牧場で、すばらしいですよねと。多分借りた頃はもっと

大きかったと思うんですよ、面積が。そこに牛が、あのときは赤牛だっ

たような気がするんですよ。そこで職員の方々が畜産農業の振興のため

に一生懸命頑張っていたというところで、それから多分今課長が言った

ように20年たったらもう木が生えていて、もう雑木になって、雑種地み

たくなっていますよね。で、グリーンツーリズムに使う予定があるんだ

と言いながら、二十数年間そのままだということで間違いないんですよ

ね。 

    なぜ牧場のことを言うかというと、四十数年前に私が一番最初にアル

バイトしたのが大郷牧場なんですよ。ああ、こんなに広い牧場と。あの

当時は東成田の長松沢からぐーっと入っていかなきゃ牧場に着かなか

ったというところで、確かになかなか難しいところではあったんです

が、いい場所でしたよね。その面影がいまだにあるので、たまに通ると、

ここは緑の草原が広がっていたのに、今や木しか生えていないですよ

ね。 

    先ほど、賃借料を払っているんだけれども、これはどうするんでしょ

うかねと。今後考えていきますというような話でありますが、やはり二

十数年塩漬けにしていたというのは、ちょっと疑問があると思います。

やはり少しずつでもやっていただければなと思います。 

    あそこにファームガーデン予定地がありますよね。あれも借地の中に

入っているんですよね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 入ってございます。 
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議長（石川良彦君） ここで昼食のため休憩といたします。 

    再開は午後１時15分といたします。 

午 後  ０時００分  休 憩 

午 後  １時１５分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を続けます。 

    佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 先ほどファームガーデン予定地は大郷牧場の跡地だと

いうことでございましたが、えにしホースパークと縁の郷も大郷町の牧

場の跡地なんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） パストラル縁の郷はそこから外れております。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） えにしホースパークは違うんですか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答えいたします。 

    ホースパークはその賃借地の中に入ってございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 賃借料は幾らで、大郷町に入っているんですよね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    えにしホースパークさんからの土地の貸付料というところでございま

すが、大郷町の中に入ってございまして、年間4,032円で貸付けしてご

ざいます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） すみません、これは平米じゃなくてそのもので4,032

円なんですか。ちょっとどこからどこまでか分からないんだけれども、

4,032円なんですかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） えにしホースパークさんへ貸し付けている土地

の面積は1,920平米でございまして、その金額は4,032円で貸し付けてお

ります。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） もう一度。1,920平米ですか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 
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商工観光課長（武田力也君） おっしゃるとおりでございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 1,920平米貸していて4,032円という賃借料の根拠はど

こから出てきたんですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 申し訳ございません、そちらの根拠は今手持ち

を持ち合わせてございませんので、こちらでお答えすることはできませ

ん。申し訳ございません。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 牧場跡地から借りているというか賃借している料金と

整合性は取れているんですかね。どうもちょっと……。こっちで190万

円ほど支払っているはずなので、これは間違いないんですかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    地権者様から借りているときの単価とホースパークさんへ貸し付けて

いる単価はどちらも平米単価2.1円というところで、同額でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） えにしホースパークの場合、建物もありましたよね。

たしか昔、私たちがお昼を食べた事務所とか、あと昔は牛が入っていた

んですけれども今は多分馬が入っていると思うんですが、あの牛舎も入

っての金額ですか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 建物は別でございます。建物につきましては、

振興公社のほうからえにしホースパークさんが借りているというふう

な認識でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） ちょっと理解できないんですが、だって建物の敷地は

牧場跡地ですよね。建物はなぜ賃借料が物産館に入るんですか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 建物の所有が農業公社さんから振興公社さんに

替わったというところから、このような貸付けになっているというとこ

ろでございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） あの建物はもともと農業公社で持っていたから、その

後物産館に行った。直になったんですか。タイムラグはなかったんです
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か。牧場を県でやめましたよね。次に大郷町で借りますよねといったと

きに、同時にあの建物は物産館のほうに賃貸するという契約だったんで

すかね。その辺はどうなんでしょうかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    同時でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） でも、本来であれば大郷町で借りているということな

ので、建物だけが物産館に行くなんていうのは妙な話だと思うんです

よ。そっくり町で借りますよねというのが本来で、建物は別ですよねな

んていうのは。じゃあ物産館ではあの建物を何に使おうと思ったんです

かね。あの建物だけ。まさかあそこをえにしホースパークを造るからジ

ャージー牛を飼おうなんていう話じゃなかったんですよね。何か物産館

で利用する価値がなければ、建物は借りないと思うんですよ。そこら辺

が何か整合性が取れないような気がするんですが。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 申し訳ございません、詳細について今分かりか

ねますので、確認しておきます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 確認したら、ぜひとも教えてほしいと思います。 

    またファームガーデン予定地のほうに話が移るんですが、あそこは先

ほど申したように約92ヘクタールだというところで、約20年以上借りて

いるというお話なんですが、今までにあれをグリーンツーリズムのほか

にこういうふうにしたらいいですよねと、ああいうふうにしたほうがい

いですよねという計画なんかはなかったんですかね。計画もないまま二

十数年過ぎているということなんですか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    ファームガーデン計画地も含めまして、あの辺り一帯の活用というと

ころで、民間事業者様、いろいろなところから、詳しく具体的に申し上

げることはできないんですけれども、様々な提案はいただいておりま

す。その中で様々な検討をしてまいりまして、事業者さんと一緒に町内

部で検討したという経緯はございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 
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５番（佐々木和夫君） 検討した結果、業者さんが手を引いたのか、もしくは

町のほうで合わないからやめたのかというところもあると思うんです

が、どちらのほうが多いんでしょうかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） どちらが多いかというところはなかなか難しい

んですけれども、検討中のものもございますし、検討した結果、町とし

てなかなか事業化まで至るという判断ができなかったというところも

ございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） やはりせっかくの土地なので、あそこは比較的交通の

便はいいですよ、大郷町の中でも。インターからも近いし、また利府か

らも近いというところで、なかなか観光とかいろんなものに使うのは確

かにいい、まとまってあっていい場所かなと思いますので、ここら辺は

新たに利用してほしいかなと思っています。 

    で、ファームガーデンの予定地は今後どうする予定なんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 先ほど来申し上げていましたが、場所としては、

佐々木委員もおっしゃいましたけれども非常にアクセスというか場所

もいいところでございまして、様々な可能性を有している土地というと

ころがございます。 

    事業用に展開できるというふうなところで進めていければベストだと

は思っておりまして、その際やはり一番念頭に置くところは、賃貸借契

約の目的ともなっているグリーンツーリズムというところになると思

いますけれども、そこから派生した様々な事業、産業などというところ

も含めて考えていければなというふうに思ってございます。 

    また、町として望ましいというふうに考える開発というところにつな

がるまでの間ですけれども、引き続き町としても賃貸借を続けていくと

いうところで、例えばですけれどもあの一帯の乱開発の抑制というとこ

ろにもつながっていくのかなというふうには考えております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 今乱開発というお言葉が出ましたが、周りは結構太陽

光になっていますよね。あれはどんなもんでしょうかね。あれは乱開発

ではなくて普通の開発だというふうに取るのかどうかと思いますよ。た

だ、役場が借りているから抑止力になっているんだという取り方もある
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んですが、例えば先週の雨じゃないんですが、もっと大きな雨なんかが

降ったとき、災害が起こったら今度町で直さなくちゃいけないというこ

とになりますよね。原状復旧とか。結果的に、言葉は悪いんですが、何

もしない土地に土が崩れて、直しますよね。さて、これは町の財政にと

って大変よいことなんでしょうか。この辺はどのようにお考えなんでし

ょうかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    災害が起きたとき、町としてお借りしているところでございますので、

そこにもし仮に被害が発生して、形状が崩れたりとか、借りている土地

に何かしら瑕疵が生じたというような場合につきましては、地権者さん

と相談して対応を考えていくことになると思いますけれども、その先の

将来の事業、町としていい方向に進めるというようなところで事業を考

えたときに、引き続き町として借り続けていくというようなところで、

仮に災害が起きたときにどうするのかというところはありますけれど

も、町としての効果というのはあるものと考えております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 契約が１年で自動更新だということであるんですが、

契約をやめちゃうということはない。今年でもうやめちゃいましょうね

と、もうあとは地権者の方々の自由ですよねということはないんですか

ね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    基本的にはほとんどの方、そのまま異議なく契約更新いただいていま

すけれども、何年かに一度、事情はその方様々だと思うんですけれども、

契約を取りやめになるというケースもございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 契約を個人個人でやめた場合、虫食い状態になっちゃ

いますよね。そっくりやめるんだったら92ヘクタールが開発できるとか

なんとかとなるんですが、途中でぽつぽつとやめたら虫食い状態になっ

て、うまく今度は逆に開発できなくなるような気がするんですよ。やは

りここはもう少し全員でそろってもう一度協議したほうがよろしいと

思うんですが、そういう協議の場は持たない予定なんですか。 
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議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） もちろん虫食いにならないように地権者さんと

御相談していくつもりでございますけれども、特段今のところ地権者さ

ん皆様に集まっていただいて説明をするというようなところは計画は

してございません。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） もう一度山のほうに戻るんですが、草刈りしています

よね。草刈りはどこからどこまでやっているんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    草刈りしている場所につきましては、旧大郷牧場の敷地内の道路とい

うところで約1,200メートルぐらい、あと平場、ファームガーデンの計

画地のところになりますけれども、こちらのほうが約１ヘクタールぐら

い、あとは旧大郷牧場から縁の郷にかけての山道、こちらのほうを草刈

りをしていただいています。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 今、牧場の跡地の道路だというのは、多分川内のとこ

ろから南側に抜けて、縁の郷に抜けていく道路だと思いますが、その１

本だけで、刈り幅は何メーターを刈って、何回草刈りをしているんでし

ょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    今佐々木議員おっしゃった山道のところは、延長で1,073メートル、約

１キロになります。 

    そして、草刈りをお願いしている回数ですけれども、年２回の委託で

お願いしております。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） あそこはなかなかマニアックなところで、通らない方々

が多いんですが、草だけじゃなくてもう木が生い茂っていて、邪魔にな

るようなところもあります。縁の郷に入っていく道路なんかは特になん

ですが、あれの木の伐採、枝の刈払いとかというのは考えていないんで

しょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 
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商工観光課長（武田力也君） もし山道のほうに支障木が覆いかぶさるような

形で道を塞いでいるようなときとかは、そのときそのときで相談してい

くことになると思います。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 今現在でも随分邪魔になっている枝葉があるような気

がするんですが、その辺は確認できているんですかね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 確認はしてございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 今、縁の郷は休んでいるんですが、あそこまで行く道

路、あれは昔拡張するような話があったような気がするんですが、そう

いう話はないんですけれども、どうも取付け道路が狭いような気がする

んですよ。あの辺はどんな考えなんでしょうかね。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（遠藤歩未君） お答えいたします。 

    えにしのさと線に長福寺線から入っていくところは町道になります

が、あちらについては以前拡幅も検討した経緯はあると聞いております

が、詳細については把握しておりません。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 今後、縁の郷の指定管理者が見つかって、やりたいと

言って、でも取付け道路が狭いですね、広くしてくださいと言われた場

合は、町では広くしてもらえるんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    今後の縁の郷の活用方針も一緒になって考えていく必要がございます

けれども、その中でやはりあそこに行くためのアクセスというところ

で、必要だなというような声を利用者さんであるとか、そのほか仮に今

後指定管理とかをお願いすることになった事業者さんなど、様々な方か

らお話をいただいたときには、そのときに検討することになると思いま

すが、今の段階ではっきりとしたことを申し上げることはできませんの

で、御了承いただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 東成田の三倉から長福寺に抜けていく道路があります
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よね。多分町道かな。あそこに大郷町ではなかなか珍しい立体交差があ

りますよね。私の記憶している車同士が立体交差するのは、土橋の勘兵

衛から明ケ沢に抜ける道路と県道の交差点ぐらいなんですが、三倉沢に

も昔多分牛が通ったような橋があると思います。あの橋は管理していく

んですかね。撤去するとか昔は牛が通っていたので結構使い道があった

んですが、今はイノシシであれ鹿であれ通っているのでは必要ないよう

な気がするので、あれは撤去したほうが今後、あるでしょ、置けば置く

ほど資材高騰になりますよねとなるので、今例えば1,000万円かかるの

が５年後に3,000万円、その後に何千万円とかかる可能性もあるので、

その辺は撤去とかというのは考えていないのでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    今この時点で、この場でどのようにしていくかということはちょっと

申し上げることは難しいんですけれども、旧大郷牧場の一帯を今後どの

ようにしていくかというところを考えていく中で、あそこの道路を今後

どうしていくかというその方針についても一緒に考えていくことにな

るのではないかというふうに考えます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） ぜひともファームガーデン予定地であれ縁の郷であれ

えにしホースパークであれ、大郷牧場跡を有効利用していただきたいか

なと思っているんですが、牧場跡地に河北新報社の「風景百選」に選ば

れたという石碑があると思います。ああいうのは、草だらけでなくてき

れいに整理整頓されていて、いつ行ってもきれいになっているんですよ

ね。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） お答え申し上げます。 

    現状ですけれども、草が生えておりまして、あと木も生い茂っている

状態になっているのが現状でございます。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） やはりせっかく百選に選ばれたというところもあるの

で、そこら辺はきちんとやっていただければなと思うんです。好きな方

が見たときに、これが本当に風景なのかというのでは困るので、それも

併せて整備していただきたいかなと思います。 
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    あと、色麻にやくらいガーデンがありますね。薬萊山をきれいにやっ

ているところ。ああいうところにお客さんが来ますね。花を植えたり、

あとはチューリップだりいろんなガーデンものをやって、いろんなイベ

ントをやって、お客さんが来ています。そこで集客にもなっていると思

います。あそこはもともと草地だったので、そういうふうになっている

と思うんですが、やっぱりそういうのをやったほうがいいかなと思って

います。せっかくガーデンもあるので、やっぱり中長期的な計画も必要

ですが、短期的な計画を持って進めていただければなと思いますが、そ

の辺はいかがでしょうか。 

議長（石川良彦君） 商工観光課長。 

商工観光課長（武田力也君） 提案いただきましてありがとうございます。そ

のことも含めまして、旧大郷牧場の利用というところを今後考えていき

たいと思います。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 商工観光課長の新たな発想でぜひとも進んでいただけ

ればなということを期待申し上げまして、大綱２に行きたいと思ってご

ざいます。 

    消防団については、火事、災害のときに活躍されてございます。 

    また交通指導隊、おかげさまで前に町長が言ったように今現在交通事

故死亡者がゼロだというのも指導隊のおかげだと思ってございます。 

    また鳥獣被害対策実施隊、これは熊、イノシシ、カラス等の被害の防

止に当たっていると思います。 

    やはり常に目に見えないところで努力されている方々のおかげで、大

郷町が安全・安心に暮らせているんだと思います。やはりどうしても人

が足りないというのは、この町の方々が安全・安心に住むのにはどうも

心もとないというふうな気がいたします。 

    これは募集してもなぜ入らないのかというのは、どこに原因があると

思ってございますか。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（熊谷有司君） お答えいたします。 

    募集しても全然入ってこないのかということではなくて、昨年度です

と消防団は12名の方が新たに新規入団をされてございます。逆に辞めら

れた方も去年は多かったので、それで減となってございます。 

    町の課題であります人口減少、高齢化あと消防団の団員の皆さんもそ

の部によっては大分高齢化が進んでございまして、幹部の方はいらっし
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ゃいますが団員の方がいらっしゃらないというような実態がございま

す。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 消防団の話になるんですが、やはり集まらない、人口

減少で若い方々がいないというのは重々分かるんですが、そうすると、

大きく合併してしまうとか、行政区単位ではなくて、こことここの地区

は一つにしましょうとか、こことこことここを合わせて一つにして人員

を確保しましょうとかという考えはないでしょうかね。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（熊谷有司君） 今、例えば災害、火災があった場合、それぞれの分

団、大小によりますが、分団で今第１から第４分団までございまして、

大谷、東部、西部、あと粕川、大松沢というくくりになってございまし

て、行政区の単位とはまた別だよというような話でございますが、将来

的にはそういう、今消防団の幹部会議等でもそういう議論を少しずつし

ているところでございまして、今行政区の再編につきましても議論を始

めたところでございますので、今後、様々な各種団体等もございますの

で、それらも含めた中で検討をさせていただきたいと思っています。消

防団内部でも、今はそれぞれ議論をし始めたところでございますので、

今後議員の皆様にもいろいろ御議論いただきながら進めていければと

いうふうに思ってございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） やはり悠長なことを言っていられる状況ではないと思

うんですよ。昨年大郷町で生まれた子供は20人だというような話だった

ので、そうするとだんだん人が少なくなってきますよねと。でも、何と

なくというか、もう統計上はどこの地区に何人いますよねという話にな

ると思うんですよ。で、当川内にはたしか去年１人しか生まれなかった

そうなんです。18年後、その方が消防に入るのかという話にもなるので、

やはりそこはもう今の段階から何年後までにある程度きちんと人員確

保しながら地区をまとめていくんだと、地区をまたぐんだと。 

    あともう一つは、それと同時に区そのものも22区ではなくてもう少し

スリム化する、こことここを合わせてしましょうかねというような話も

出さないと、先延ばし先延ばしでは進まないような気がするんですよ。

なので、これは早急にしていただきたいかなと思っていますが、どうで

しょうかね。 
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議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（熊谷有司君） 貴重な御意見ありがとうございます。 

    今回４月の区長会議時でございますが、今までも各区長さんのほうか

ら区の再編、区の統廃合につきましての質問、御議論もございました。

あと、今年１月の地区懇談会におきましても、全てにおいて行政区の統

廃合につきましての御質問がございました。ということは、もうどの地

区も本当に喫緊の課題であるということは皆さん御認識されていたか

と思います。 

    それで、今回４月の区長会議で各区長さんのほうに、今年度中にある

程度の町の方針なりをお示しするために、行政区ごとにそれぞれの課題

を上げていただきたいということで、６月２日まで提出をいただきまし

て、今月中に区長の皆さんとまず第１回目の会議を持ちまして、今後ど

のようにすべきかと。これはもう簡単なことではないと思いまして、区

長さんのみならず町民の皆さん、どのようにしたほうがいいかというこ

とをいろいろ御議論をしていった中で、住民の総意となるかどうか分か

りませんが、いろいろ議論を深めていって、どのようにしたほうが一番

町としてよろしいのか、あと今後人口がどれぐらい推移していくか、毎

月のように減っているわけでございまして、それをどのようにしていけ

ば望ましいのかということも含めて何度も議論を重ねまして、議員の皆

さんのほうにも御報告させていただいて、望ましい行政区の在り方や、

それぞれの消防団も含めて、それぞれの組織の在り方につきましても御

議論をさせていただければなというふうに思ってございます。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 消防団に限らず、交通指導隊の方々は朝早く交差点に

立って、小学生、中学生の安全確保を願っていただいております。先ほ

ど申しましたように、町長が交通事故ゼロですよねというのはやっぱり

その方々のおかげでもあると思いますので、ここもやはり人数が足りな

いとかじゃなくて、そこら辺も進めていかないと難しいかなと思ってご

ざいますが、交通指導隊のほうはどんなもんでしょうかね。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（熊谷有司君） 消防団につきましては、それぞれの部、いわゆるそ

れぞれ行政区単位で組織してございますが、交通指導隊はまるっきり町

１本でございます。今現在はもう７人でございます。皆さんが毎年１歳

ずつ年を取っていきますので、そうするともう平均年齢は毎年１歳ずつ

上がっていきます。新たな方も入ってはきますが、辞められているのが
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今現実でございまして、今７人を確保しているのがやっとでございま

す。いろいろ呼びかけ等は実施してございますが、今入ってこない状況

がございまして、交通指導隊の中でも本当にどのようにしていったらい

いのというようなことも会議等で議論を重ねてございますので、佐々木

議員もいろいろ町内一円にわたっていろんなお知り合いの方がいらっ

しゃると思いますので、いろいろ交通指導隊の今後の在り方なりも、こ

のようにして増やすような方策を逆に我々のほうにお示しいただけれ

ば、我々もそれを基づいて検討させていただければなと思ってございま

すので、よろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） やっぱりいろんなところでお話をしていただければな

と思います。 

    有害鳥獣被害対策実施隊についても、同じことが多分言えると思いま

す。やはりなかなか見えないところであると言いながらも、今被害が拡

大していると思います。これはどうやって募集していくかというところ

は、どうやって進めているんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農林振興課長。 

農林振興課長（本間文二君） お答えいたします。 

    こちらにつきましては、町長の答弁にもございましたが、わな猟免許

取得助成補助金を予算化しまして、新規にわな猟免許を取る方、もしく

はわな猟免許を持っている方が更新する経費について、一部を補助して

いるものでございます。 

    なお、広報等におきまして、このわな猟免許の助成については周知を

図っているところでございます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 有害鳥獣の場合は、わなだけが隊員になるんでしょう

か。鉄砲は違う。 

議長（石川良彦君） 農林振興課長。 

農林振興課長（本間文二君） お答えいたします。 

    有害駆除実施隊の場合は、銃猟、それからわな猟等がございます。今

回わな猟のみをそういった補助をしているというところは、わなについ

てはあくまでもイノシシ対策というところでお願いしている部分があ

るからでございます。 

    銃につきましては、有害駆除の皆さんはハンターでございまして、も
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ともとは狩猟を趣味としてやっている方々にお願いしている部分もご

ざいますので、銃については狩猟からの立ち上がりというところで、補

助のほうはしておりません。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） やはり鉄砲というか狩猟のほうも大切だと思います。

ほかの市町村では多分それも助成しているところがあると思われます。

やはりそういうところも啓蒙活動をしていかなければいけないかなと

思うんですが、特にわな狩猟ってなかなか皆さんぴんと来ていないよう

な気がするんですよ。ですから、基本的にはおりを設置してくださいと

かというところがあると思いますので、やっぱりそこら辺ももう少し…

…、わなは多分くくりわなですよね。 

議長（石川良彦君） 農林振興課長。 

農林振興課長（本間文二君） お答えいたします。 

    今うちの自治体のほうで行っているのは、箱わな、それからくくりわ

なですけれども、主には箱わなのほうを使ってイノシシの捕獲をしてお

ります。くくりわなについては、設置はするんですけれども、かかるん

ですけれども、やはり止める、止め刺しをする場合に危険を伴うもので

すから、より安全な箱わなでの捕獲ということを主眼としてやっており

ます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 箱わなは単に設置するだけですよね。ちょこんと置く

だけ。それに免許って要るんですか。 

議長（石川良彦君） 農林振興課長。 

農林振興課長（本間文二君） 箱わなを置く際には、わな猟免許が必要でござ

います。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） そうやっていろんなことをやって、進めていただけれ

ばなと思います。 

    例えば昨日ちょっとお話のありました地域おこし協力隊、いますよね。

２名だか、たしかなりました。大郷町だけじゃないですよ、日本の特性

として、地域外から来る人たちって意外と壁をつくるんですよ。やはり

地域おこし協力隊に、消防団であれ、あとは指導隊とか、地域に入って
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もらいましょうというところを、やはり若い人たちが来ますので、若い

人たちの輪に入って、そこからもいろんなつながりを持っていったほう

が、協力隊の方々も辞めていくとかじゃなくて、人間関係ができればそ

こに住みたいというような気がしますので、地域おこし協力隊の方々に

も消防団に入りませんかとか、あとは交通指導隊に入っていろんな活性

化を一緒に行いませんかと、あとはこういうのも提案できませんかとい

うところを御提案できるような体制をつくっていただけないでしょう

か。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    地域おこし協力隊ですが、今年度２名ということで入隊をしました。

その方たちについては、それぞれやりたいことということで、しっかり

と目標を持って隊員になっていただいた。 

    地域のほうに溶け込んでというところで、地域との交流、そういった

部分で消防団であったりとか、あとは交通指導隊であったりとかという

ところも手段の一つとして考えられるという部分はあるかと思います。 

    ただ、こちらの協力隊については、その主な活動というところでしっ

かりと活動していただいた上で、その上でそれぞれお話のほうをさせて

いただいた中で、それではやってみようかというようなお話もあれば、

その辺は進めていきたいと思います。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） ぜひとも積極的にアピールしてほしいと思います。や

はりそういうところからつながっていかないと、なかなか難しいかなと

思ってございます。 

    また、年に１回開かれる成人式なんかがありますよね。あそこでいろ

んな方々の御挨拶等もあるんですが、やはり地域で今の成人の方々は消

防に入っている方々がいると思いますが、指導隊とかはなかなか目に見

えて実感できることが少ないと思われますので、せっかく成人の方々が

出席される場で、消防団とか、あとは指導隊のほうのＰＲなんかをした

ら、こういうこともやっているんですねと、本当に陰のところで一生懸

命頑張っている方々がいますというところをぜひともアピールしてい

ただきたいと思いますが、その辺はどんなもんでしょうかね。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（熊谷有司君） ありがとうございます。それに向けて、我々もどの
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ようにやって成人の方を受入れできるか、考えてまいりたいと思いま

す。 

議長（石川良彦君） 佐々木和夫議員。 

５番（佐々木和夫君） 大郷牧場のファームガーデンの予定地とか、あとは消

防団、指導隊等があるんですが、今までもですが抽象的な返答、例えば

「検討します」とか「図ります」「努めます」、こういう抽象的な返答で

はなくて、できることはやる、できないことはやらない、やるなら期限

を決めてやるということが大切だと思います。 

    あと、町長が前に言っていました、出資をしないと事業が進まないと

よく言います。やはり出資を伴ってやっていただきたいと思います。特

に大郷牧場跡地、私が見た限り約20年以上塩漬けになっているというと

ころであるんですが、これは町長、いかがなものでしょうか。返答をお

願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 議員が御指摘する思いは理解してございます。 

    以前、あの場所に本町の憩いの場として何とか里山を活用した、仙台

の郊外としての新しい位置づけをしようとファームガーデンを計画し

て、農水省の補助金をもらって、一次造成が終わって、これから仕上げ

る段階に入ったところで、私が不徳の致すところで町長を辞めることに

なり、次の方が事業を打ち切ったということであります。なぜ打ち切っ

たのかは分かりませんでしたが、そのまま放置したまま今日まである

と。 

    縁の郷をもう少し活用した連携の取れる里山開発をしていこうという

思いはございますので、今後も、今何社からかあの場所のよしあしにつ

いてはいろいろ御意見をいただいてございますし、まず何よりも急がな

ければならない縁の郷の再開を、今何社かから御提案もございますし、

慌てないで、より質の高い内容にするためには、もう少し検討を加えて

まいりたいというふうに思っておりますので、決して諦めているわけで

はございませんので、御理解と御協力をいただきたいというふうに思い

ます。 

議長（石川良彦君） これで佐々木和夫議員の一般質問を終わります。 

    次に、４番赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） 通告順位８、４番赤間則幸、一般質問させていただきま

す。 

    大綱１、かわまちづくりの進捗状況は。 
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    令和元年東日本豪雨で被害を受けた中粕川地区に、復興の象徴となる

防災コミュニティセンターが完成いたしました。 

    計画されているかわまちづくりについては、計画予定地の調査に時間

がかかるように見受けられます。 

    次の点について伺います。 

    （１）かわまちづくりの進捗状況はどのようになっているのでしょう

か。伺います。 

    （２）町としては、人々の交流の場、憩いの場として、どのような施

設をつくる考えなのかを伺います。 

    （３）かわまちづくりとＳＳＰ事業が合わされば、交流人口増となり、

町の活性化が期待されると考えるが、町の見解を伺います。 

    大綱の２番、吉田川遊水地の進捗状況は。 

    計画されている吉田川遊水地は、どこまで進んでいるのか。昨年９月

の説明会では、令和７年には事業計画の詳細（案）の説明と用地調査と

なっているが、地域住民への説明会は開催されるのか、伺います。 

    （１）鶉崎袋地区への町としての前もっての移転についての説明会な

どは開催する予定はあるのでしょうか。お聞きいたします。 

    （２）これに伴って、住吉地区の方々への説明は開催するのか、伺い

ます。 

    （３）新たな堤防ができることで景観が変わってくると思いますが、

その点の町としての見解を伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの赤間則幸議員の大綱１つ目、かわまちづくり

の進捗状況はの御質問にお答えしたいと思います。 

    （１）の進捗状況につきましては、国土交通省が令和５年度から河道

掘削工事に着手し、今年度で河川敷の基盤整生、階段・スロープ、緩傾

斜盛土等の水辺基盤整備が完了する予定です。その後、町が交流の場、

憩いの場となる水辺環境整備を進める計画でございます。 

    （２）の人々の交流の場、憩いの場につきましては、町が大郷町かわ

まちづくり協議会と協議を重ねて策定した「かわまちづくり計画」では、

多目的な利用が可能となる芝生広場、スポーツや花火の観覧席、バーベ

キュー・キャンプ場等の施設を整備する計画としておりますが、今年も

開催する「ミズベで乾杯」等の社会実験で整備効果を確認しながら、大

郷町かわまちづくり協議会と協議の上、実効性のある施設を計画してま

いります。 
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    （３）のかわまちづくりとＳＳＰ構想による町の活性化につきまして

は、かわまちづくり、ＳＳＰ構想、ともに単独事業でも交流人口増が見

込める事業であり、連携すれば絶大な効果が期待できると考えておりま

す。 

    かわまちエリアが、サッカー大会の応援に来た家族の遊び場や休憩場

所、合宿時のレクレーション活動の場として利用されるような整備を進

めていきたいと考えております。 

    大綱２つ目の吉田川遊水地の進捗状況はの御質問にお答えしたいと思

います。 

    （１）の鶉崎袋地区の移転に関する説明会につきましては、事業主体

である国から、調査設計期間が令和８年度までかかると聞いております

ので、今後、遊水地計画の検討が進んだ段階で、必要に応じて説明会を

開催するよう、国と調整し、決定してまいります。 

    （２）の住吉地区への遊水地に関する説明会につきましては、国の遊

水地計画の検討が進んだ段階で、開催時期や方法、全体で行うか、また

地区ごとに行うかなども含めて、国と調整し、決定してまいります。 

    （３）の堤防による景観への影響につきましては、住み慣れた美しい

風景も地区の財産でございますので、遊水地機能を損なわず、景観にも

配慮した施設設計となるよう、国に要望してまいります。 

    以上でございます。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） それでは、質問いたします。 

    まず（１）進捗状況について、今お聞きしました。水辺基盤整備が完

了すれば、その後に町が交流の場となる水辺環境整備を進める計画とな

っているとお伺いしました。これについて、町では大体どのぐらい予算

とかを考えているんでしょうか。お聞きいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。復興推進課技監。 

復興推進課技監（櫛濱 学君） お答えいたします。 

    今、事業費のほうにつきましては、まだ詳細設計ができていない状況

でございますので、この場では事業費については回答を控えさせていた

だきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） まだそんなに進んでいませんので、なかなかそれは難し

いと思います。 

    それで、今後整備が進んでいく中で、人々の交流の場としてかわまち
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づくりの場所がにぎわいを起こすように人が集まる場所として整備し

ていくと思うんですが、それについていろいろなワークショップなどを

開催して、いろいろ町民の方の御意見なども聞いているとは思うんです

が、その辺、町の方の要望とかいろいろあると思うんですが、これにも

キャンプ場とかいろいろ書いていますが、そのほかには何かいい、こう

いうのをしてもらいたいとか、もっとほかに案とかそういうのは出てい

ないんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 復興推進課技監。 

復興推進課技監（櫛濱 学君） お答えいたします。 

    かわまちづくりを計画するに当たりまして、令和４年３月頃にアンケ

ート調査を実施しております。その中で、町民の方からは買物環境です

とか交通環境、あと子供の遊び場、飲食関係を求めるアンケート結果が

出ております。 

    ほかには、農業者と農業法人の方にもアンケートを取っているんです

けれども、その中では、お互いに頼り合って、要望事項が明確で、協働

の方向に関われるような場がつくれるような形のものが求められてい

るというようなアンケート結果が出ております。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） そういう中で、町民が日常的にその場に集えて、いろい

ろレクリエーションをしたりとか、イベント等、来月に「ミズベで乾杯」

ですか、またあるみたいなんですが、そういったみんなが集まれるよう

な行事をやっぱり何度となく開催して、町民の方が集える場、そこから

町外にも、大郷町はこういうのがありますよ、こういうのを整備されま

した、どうですかということで、人がだんだん寄ってくれるような、そ

ういう場所をどんどんつくっていただきたいと思います。それで、やっ

ぱりまず一番は町の人が楽しめる場所というか、それが多分第一だと思

うんです。町の人がいいと言わなければ、ほかの人も多分来ないと思う

ので、そこのところはどのようにお考えでしょうか。 

議長（石川良彦君） 復興推進課技監。 

復興推進課技監（櫛濱 学君） お答えいたします。 

    今現在もワーキンググループを立ち上げておりまして、町内の方から

いろいろな意見を伺いながら、今回の「ミズベで乾杯」もそうなんです

けれども、いろんなイベント関係を今後も考えながら、やっぱりかわま

ちづくりも整備することだけが目的じゃなくて、その後の利活用を考え

ることが一番重要だと考えておりますので、引き続き町内の方と意見を
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交わしながら、どんな利活用ができるのかというのを進めていきたいと

思っております。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） よろしくお願いしたいと思います。 

    それで、やはりこういった施設ができれば、人と人との交流の場とし

て、その場所がかなりにぎわいを取り戻すことになると思いますが、や

はり交流人口を増やすために、町民が集える場所であるこのかわまちづ

くりをなるべくスピード感を持って早めに推し進めていただきたいと

思いますが、その辺は国の計画もありますけれども、町としてはどのよ

うにお考えでしょうか。スピード感を持って、どんどん進めていっても

らいたいんですが。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。復興推進課技監。 

復興推進課技監（櫛濱 学君） 町のほうといたしましても、スピード感を持

って整備を進めていきたいというふうには考えております。 

    ただ、今国のほうの堤防工事も進みまして、あと河道掘削も進みまし

て、今まで住民の方からはイメージ図を用いて町民意見のほうを聞いて

おりましたけれども、実際堤防の形が出来上がったり河道掘削ができた

ということで、実際の風景が大分イメージと変わっているのかなという

ような状況もございますので、もう一度市場調査という形で住民の方の

意見を聞くのも重要かなと思っております。 

    なので、今後のスケジュールといたしましては、今年度中にもう一度

市場調査という形で調査をさせていただきながら、来年度、その市場調

査を踏まえた施設設計、最終的な整備に関しましては、令和８年度頃か

ら工事のほうに着手できればなというスケジュール感で考えておりま

す。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） 前向きな御回答をいただきましてありがとうございます。

そのような感じでスピード感を持って事業を進めていくというのがや

っぱり一番鉄則ではないかと思います。 

    そういった中で、粕川地区に今町でいろいろ問題になっているＳＳＰ

の事業がなかなか進まない。私が思うには、やっぱりこの事業とＳＳＰ

も一緒になってどんどん進んでいけば、かなり交流人口が増えていくと

考えております。そういった中で、やはりＳＳＰ事業ももっともっと何

とか進めていってもらいたい。ただ、やっぱりなかなか議会での賛成、
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反対とかいろいろありますが、そういう中でももう少し、町でもいろい

ろ丁寧な御説明はいただいているんですが、その辺を何とか皆さんで考

えながら、執行部の方ももうちょっといろいろ説明していただいて、な

るべく同時にＳＳＰ事業もかわまちづくりも進んでいってもらいたい

と思います。そういう中でやっぱり交流人口も増えていくとは思いま

す。 

    そういう中で、ＳＳＰ事業も遅れれば遅れるほど予算がかさんでいく

んではないかと思いますが、スピード感を持ってやればもう少し事業費

もかからなかったのではないかと思いますが、その辺は町のほうでどの

ように考えておられますか。ちょっとお聞きしたいんですが。 

議長（石川良彦君） 復興推進課長。 

復興推進課長（武藤亨介君） お答えさせていただきます。 

    今議員さんおっしゃっていただいたとおり、担当としましてはやはり

精いっぱい頑張っているつもりではいるものの、議員の皆様から御指摘

をいただいたところを真摯に受け止めさせていただきながら、詰められ

るところは詰めていっている状況というふうには頑張っているところ

はありますが、やはり時間がたてばたつほど物価の高騰であったり、当

初はしなくてもいいような工程が増えてきたり、許認可の手続が増えた

りというところはありますので、そこは分かった範囲でしっかりと詰め

ていって、事業費がどうやったら抑えられるかという視点を大事にしな

がら、今後も丁寧な説明を尽くしてまいりたいと考えてございます。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） 今課長にお答えいただきました。とにかくよろしくお願

いしたいと思います。 

    続きまして、吉田川の遊水地のほうに移りたいと思います。 

    こちらもなかなか進んでいかないというか、まだもうちょっと先の話

にはなると思いますが、これがだんだん進むにつれてやっぱり移転問題

とかが絡んでくると思うんです。 

    鶉崎袋地区なんですが、軒数は少ないんですが、簡単に移転といって

も、はい、そうですかというわけにはいかないと思うんです。そういう

中で、やっぱり町の対応ですね、町民の方に寄り添った対応をしていた

だかないと、なかなか話も進まないんではないかと思うんですが、その

辺はどのようにお考えでしょうか。 

議長（石川良彦君） 地域整備課長。 
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地域整備課長（遠藤歩未君） お答えします。 

    遊水地事業については、国の事業になっておりまして、先ほど議員さ

んがおっしゃっておりました袋地区の移転についても、12月に説明を行

ったところではありますが、まだ候補地として挙がっているだけで、事

業は決定しておりません。なので、事業が決定した際には、町のほうで

も住民の意見を聞きながら、国と一緒に協議、調整してまいりたいと思

います。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） ここで10分間休憩といたします。 

午 後  ２時１５分  休 憩 

午 後  ２時２５分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    赤間則幸議員の一般質問を続けてください。どうぞ。 

４番（赤間則幸君） あともう一つなんですけれども、まだ決定していないと

いうことなんですが、決定した場合というか、ちょっとこういう質問も

おかしいかなと思うんですけれども、もしその移転が決まった場合に、

地区を移転する人たちですね、袋地区は５軒ありますが、その人たちが

同じ地区に移転できるような場所とか、そういうところに宅地という

か、家を建てるような感じで町では考えてくれるんでしょうか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（遠藤歩未君） お答えします。 

    移転については、一番は移転される方が判断されることだと思ってお

りますが、町内のできれば同じ地区に住んでいただきたいという思いも

ありますので、町のほうでも検討させていただければと思っておりま

す。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） 今、鶉崎地区は結構軒数が増えていまして、今までの軒

数に高崎団地ができましたので、ある程度倍にはなっているんですね。

ようやく、今まで軒数は60軒ぐらいしかなかったんですが、その中から

やっぱり５軒の人たちがどこかに行っちゃうとちょっと寂しいので、な

るべく鶉崎地区での高台とか、田んぼとか休んでいる場所とかが結構あ

りますので、山もありますので、もしそういうのが決まれば、反対に５

軒だけ入るような造成じゃなくて、反対にもう30軒とか40軒とか入るよ

うな宅地造成を思い切って町でやるというような考えはないんですか

ね。 
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議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 前から申し上げておりましたが、ＳＳＰをまず何とか誘

致のめどがついたならば、一人でも地元に定住できるような団地は必要

だと思っております。今、仙台一極集中の中で、この間も仙台青年会議

所の若い人たちとお会いしたときに、今仙台からよそに出ていこうとす

る若い人たちが増えてきているというお話を聞きました。みんな地価が

高い、物価高で持家も持てないということから、近隣に引っ越したいと

いう若者が多くなってきているので、特に大郷なんかは子育て支援は本

当に自慢できる政策が充実しておりますので、この辺を売り物にして、

今度は少し仙台の若者に大郷町のよさをＰＲしたいと。青年会議所の皆

さんにも協力してほしいんだというお話もしてまいりましたが、これか

ら必要な事業であるということをさらに認識を深めてまいりたいとい

うふうに思います。 

議長（石川良彦君） 赤間則幸議員。 

４番（赤間則幸君） 大変貴重な御意見、ありがとうございます。 

    ＳＳＰ事業を進めていく、この事業をやっぱり何としても成功させな

くてはならないという町長の熱い気持ち、情熱、私には伝わってまいり

ました。やはりそういった今すぐできる目の前にある事業を推進して、

それを何とか町のために役立つように、それをやっぱり後押ししていか

なければならないと私は思います。そういった事業が成功すれば、いろ

いろな山の問題やらタケノコの問題もだんだん解決していくんでない

かとは思います。 

    そういうわけで、私の一般質問はこれで終わりたいと思います。あり

がとうございます。 

議長（石川良彦君） これで赤間則幸議員の一般質問を終わります。 

                                    

  日程第３  報告第２号  専決処分の報告について 

  日程第４  報告第３号  専決処分の報告について 

  日程第５  報告第４号  専決処分の報告について 

  日程第６  報告第５号  繰越明許費繰越計算書について 

議長（石川良彦君） 次に、日程第３、報告第２号 専決処分の報告について、

日程第４、報告第３号 専決処分の報告について、日程第５、報告第４

号 専決処分の報告について、日程第６、報告第５号 繰越明許費繰越

計算書についてを一括議題といたします。 

    まず初めに、提出者から報告第２号の報告を求めます。地域整備課長。 
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地域整備課長（遠藤歩未君） それでは、報告第２号 専決処分の報告につい

ての御説明を申し上げます。 

    議案書１ページをお開き願います。 

    報告第２号 専決処分の報告について 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定に基づき、工

事請負契約の変更について、別紙のとおり専決処分したので、同条第２

項の規定により議会に報告する。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    次ページをお開き願います。 

    専決第２号 専決処分書 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定に基づき、議

会の議決により指定された町長専決処分事項について、次のとおり専決

処分する。 

記  
    １ 件名及び契約名 令和６年第４回大郷町議会定例会において議案 

              第56号により議決を得た「令和５年度 成田橋 

              橋梁修繕工事」 

    ２ 金額の変更   議決を得た契約金額  一金 185,797,700円 

              変更後の契約金額   一金 184,257,700 円 

              契約金額の増額     一金 1,540,000円 

    ３ 変更理由    鋼部材補修工において、当て板補修工の鋼材料 

              を現場精査により変更するもの。 

    令和７年３月24日 専決 

大郷町長 田 中   学 

    工事につきましては、３月28日に完成検査を実施し、引渡しを受けて

おります。 

    以上で報告第２号 専決処分の報告について説明を終了いたします。 

議長（石川良彦君） 以上で報告第２号の報告を終わります。 

    次に、報告第３号及び報告第４号について報告を求めます。税務課長。 

税務課長（片倉 剛君） それでは、報告第３号について御説明いたします。 

    議案書の３ページを御覧ください。 

    報告第３号 専決処分の報告について 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定に基づき、大

郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり
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専決処分したので、同条第２項の規定により議会に報告する。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    ４ページを御覧ください。 

    専決第３号 専決処分書 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により、下記

事件を専決処分する。 

記 

    大郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

    令和７年３月31日 専決 

大郷町長 田 中   学 

    今回御報告します大郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

つきましては、地方税法等の一部を改正する法律並びに地方税法施行令

等の一部を改正する政令が３月31日に公布、原則４月１日から施行され

たことを受けまして、令和７年度課税に支障を来さないよう、専決処分

により対応したものでございます。 

    ５ページの別紙を御覧ください。 

    改正内容です。 

    大郷町国民健康保険税条例（昭和30年大郷町条例第３号）の一部を次

のように改正する。 

    第２条は課税額を規定していますが、基礎課税分の課税限度額を１万

円引き上げ「66万円」に改め、後期高齢者支援分の課税限度額を２万円

引き上げ「26万円」に改めるものです。 

    第23条は、保険税の減額を規定していますが、第23条第１項中、基礎

課税分の課税限度額「65万円」を「66万円」、後期高齢者支援分の課税

限度額「24万円」を「26万円」、同項第２号は５割軽減判定基準額「29

万5,000円」を「30万5,000円」、同項第３号は２割軽減判定基準額「54

万5,000円」を「56万円」に改めるものです。 

    附則として、令和７年４月１日より施行し、令和７年度以後の年度分

に適用し、令和６年度分までは従前の例によるものです。 

    以上で国民健康保険税条例の一部を改正する条例の報告を終わりま

す。 

    続きまして、報告第４号について御説明いたします。 

    議案書の６ページを御覧ください。 

    報告第４号 専決処分の報告について 
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    地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定に基づき、大

郷町税条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり専決処分した

ので、同条第２項の規定により議会に報告する。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    ７ページを御覧ください。 

    専決第４号 専決処分書 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により下記事

件を専決処分する。 

記 

    大郷町税条例の一部を改正する条例 

    令和７年３月31日 専決 

大郷町長 田 中   学 

    今回御報告します大郷町税条例の一部を改正する条例につきまして

は、地方税法等の一部を改正する法律が３月31日に国会で可決・成立し、

同日公布、原則４月１日から施行されたことを受けまして、令和７年度

課税に支障を来さないよう、専決処分により対応したものでございま

す。 

    ８ページの別紙を御覧ください。 

    改正内容です。 

    大郷町税条例（昭和36年大郷町条例第17号）の一部を次のように改正

する。 

    第６条は、省令改正に伴う公示送達の規定の整備です。 

    第６条の３は、第６条の改正に伴う参照条例の表記の改正です。 

    第16条の２、第18条の２第１項は、所得税法の規定の見直しに伴う特

定扶養親族特別控除額の規定の整備です。 

    第18条の２第９項は、「行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律」の改正に伴う項ずれの改正です。 

    ９ページを御覧ください。 

    第18条の３の２第１項、第18条の３の３第１項は、所得税法の規定の

見直しに伴う特定扶養親族特別控除額の規定の整備です。 

    第42条の２は、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律」の改正に伴う項ずれの改正です。 

    第62条は、軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴う税率の

区分の改正です。 
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    第68条第２項は、種別割の減免に関する規定で、軽自動車税種別割の

標準税率の区分の見直しに伴う税率の区分の改正による減免申請書の

規定整備と、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律」の改正に伴う項ずれの改正です。 

    第69条第２項、同じく第３項は、身体障害者等に対する種別割の減免

に関する規定で、道路交通法の改正によるマイナ免許証の運用開始に伴

う減免申請時の運転免許証の提示義務に係る規定等の整備です。 

    10ページを御覧ください。 

    第114条の３は、特別土地保有税の減免に係る規定で、「行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」の改正に

伴う項ずれの改正です。 

    第122条は、入湯税に係る特別徴収義務者の経営申告に関する規定で、

「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律」の改正に伴う項ずれの改正です。 

    附則第８条の２、わがまち特例の規定で、項ずれによる改正です。 

    附則第８条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用

を受けようとする者がすべき申告についての規定で、法改正による新設

と項ずれを改正するものです。 

    附則第８条の４、令和２年７月豪雨に係る固定資産税の特例の適用を

受けようとする者がすべき申告についての規定で、法改正による項ずれ

を改正するものです。 

    11ページを御覧ください。 

    附則第14条の２の２は、加熱式たばこに係る町たばこ税の課税標準の

特例の規定で、法律改正に伴い新設するものです。 

    12ページを御覧ください。 

    附則として、第１条は施行期日について規定しており、改正条例は原

則令和７年４月１日から施行するものです。ただし、各号に掲げる規定

につきましては、それぞれ定める日からの施行となります。 

    第１号は、特定扶養親族特別控除額の創設に係る規定で令和８年１月

１日、第２号は加熱式たばこに係る市町村たばこ税の課税標準の特例に

係る規定で令和８年４月１日となります。 

    13ページを御覧ください。 

    第２条は、町民税の経過措置の適用関係について規定したものです。 

    14ページを御覧ください。 

    第３条は固定資産税、第４条は軽自動車税に関し、それぞれ経過措置
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の適用関係について規定したものです。 

    以上で大郷町税条例の一部を改正する条例の報告を終わります。 

議長（石川良彦君） 以上で報告第３号及び報告第４号の報告を終わります。 

    次に、報告第５号について報告を求めます。財政課長。 

財政課長（菅野直人君） それでは、報告第５号につきまして御説明いたしま

す。 

    議案書15ページをお開きください。 

    報告第５号 繰越明許費繰越計算書について 

    地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第146条第２項の規定に基づ

き令和６年度大郷町一般会計繰越明許費繰越計算書を別紙のとおり報

告する。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    16ページをお開き願います。 

    令和６年度大郷町一般会計繰越明許費繰越計算書につきまして、款、

項、事業名、金額、翌年度繰越額、財源内訳の順に御説明いたします。 

    第２款総務費第１項総務管理費、中粕川地区造成設計事業3,981万

9,000円、繰越額同額、未収入特定財源として全てその他企業版ふるさと

納税基金で発注作業中です。ＳＳＰ事業の地質調査、地質分析、事業マ

ネジメント基本設計に係る業務委託料で、令和７年10月末日完了予定で

す。 

    第４項選挙費、住民投票執行費672万5,000円、繰越額607万円、全て一

般財源で、議会解散を問う住民投票は延期が決定しております。住民投

票の関係経費となります。 

    第６款商工費第１項商工費、商品券発行事業2,413万4,000円、繰越額

同額、未収入特定財源としまして全て国庫支出金で交付作業中です。物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業による町民１人当たり

3,000円の商品券発行に係る補助金で、令和７年７月末日完成予定です。 

    第７款土木費第２項道路橋梁費、町道維持管理事業550万円、繰越額同

額、未収入特定財源としまして全てその他公共施設整備基金で発注作業

中です。町道木ノ崎線の側溝修繕工事費で、令和７年７月末日完了予定

です。 

    同じく第２項道路橋梁費、道路新設改良事業1,100万円、繰越額同額、

未収入特定財源としまして国庫支出金371万5,000円、一般財源は728万

5,000円で発注作業中です。町道柏木原小梁川線の道路新設改良工事に係
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る測量設計業務委託料で、令和７年９月末日完了予定です。 

    第５項都市計画費、中粕川地区防災拠点整備事業２億3,638万6,000円、

繰越額同額、未収入特定財源としまして国庫支出金9,984万円、地方債１

億2,010万円、一般会計は1,644万6,000円で発注作業中です。国受託事業

である避難道路整備工事に係る負担金で、令和７年８月末日完成予定で

す。 

    第９款教育費第２項小学校費、大郷小学校長寿命化計画策定事業756

万8,000円、繰越額同額、全て一般財源で発注作業中です。長寿命化計画

策定のための業務委託料で、令和７年７月末日完了予定です。 

    同じく第２項小学校費、大郷小学校遊具修繕工事316万8,000円、繰越

額同額、未収入特定財源としましてその他公共施設整備基金300万円、一

般財源は16万8,000円で、令和７年５月27日完了済みでございます。遊具

修繕工事費でございます。 

    同じく第２項小学校費、大郷小学校太陽光設備修繕事業457万6,000円、

繰越額同額、未収入特定財源としましてその他公共施設整備基金450万

円、一般財源は７万6,000円で、令和７年５月14日完成済みでございます。

校舎屋上にある太陽光設備修繕工事費となります。 

    以上、合計、繰越明許費３億3,887万6,000円、翌年度繰越金３億3,822

万1,000円、既収入特定財源ゼロ、未収入特定財源のうち、国庫支出金１

億2,768万9,000円、県支出金ゼロ、地方債１億2,010万円、その他5,281

万9,000円、一般財源3,761万3,000円となります。 

    以上で報告第５号 令和６年度大郷町一般会計繰越明許費繰越計算書

についての報告を終わります。 

議長（石川良彦君） 以上で報告第５号の報告を終わります。 

    専決処分、繰越明許費繰越計算書の報告でありますので、報告のみと

なります。 

                                    

  日程第７  議案第３０号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について 

  日程第８  議案第３１号 大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の

一部改正について 

  日程第９  議案第３２号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正に

ついて 
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  日程第１０ 議案第３３号 令和７年度大郷町一般会計補正予算（第１号） 

  日程第１１ 議案第３４号 令和７年度大郷町国民健康保険特別会計補正 

               予算（第１号） 

  日程第１２ 議案第３５号 令和７年度大郷町介護保険特別会計補正予算 

               （第１号） 

  日程第１３ 議案第３６号 令和７年度大郷町水道事業会計補正予算（第 

               １号） 

議長（石川良彦君） 次に、日程第７、議案第30号 大郷町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、日程第

８、議案第31号 大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部改正について、日程第９、議案第

32号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正について、日程第10、議案第33号 令和７年度大

郷町一般会計補正予算（第１号）、日程第11、議案第34号 令和７年度

大郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第12、議案第35

号 令和７年度大郷町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第13、

議案第36号 令和７年度大郷町水道事業会計補正予算（第１号）を一括

議題といたします。 

    提出者から提案理由の説明を求めます。 

    まず初めに、議案第30号及び議案第31号並びに議案第32号について説

明を求めます。町民課長。 

町民課長（千葉 昭君） それでは、議案第30号につきまして提案理由の御説

明を申し上げます。 

    議案書17ページを御覧ください。 

    議案第30号 大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正について 

    大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

（平成26年大郷町条例第18号）の一部を別紙のとおり改正するものとす

る。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    初めに、改正理由について申し上げます。 

    家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準及び特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営

に関する基準を改正する内閣府令が公布されたことに伴い、基準となる
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府令の一部が改正されたため、所要の改正を行うものです。 

    また、基準府令を基にしたモデル条例に合わせるため、表記の変更や

統一、文言を補うなどの補正を加えるものでございます。 

    次のページの別紙にて御説明を申し上げます。 

    改正の内容といたしまして、第５条、第６条では引用条項の条ずれの

改正でございます。 

    次に、第６条の後に第２項から第７項の全６項を加えるものです。 

    趣旨といたしましては、家庭的保育事業者、保育園や認定こども園に

つきましては、突発的な事故などが発生した場合に対応ができるよう、

他の認定こども園や幼稚園との間で連携協力体制を整備しております

が、連携協力項目のうち、保育に関する支援と代替保育に係る部分の基

準を一部緩和するものでございます。 

    20ページをお開きください。 

    第７条から次のページ、21ページの下のほう、第48条まではモデル条

例に合わせた文言の整理でございます。 

    附則の第２条には、第２項として連携施設を確保しないことができる

経過措置期間を令和12年３月31日まで延長する文言を追加するもので

す。 

    附則といたしまして、施行期日を公布の日とし、令和７年４月１日か

ら適用するものです。 

    以上、議案第30号につきまして、提案理由の説明といたします。 

    続きまして、議案第31号につきまして提案理由の御説明を申し上げま

す。 

    議案書の23ページを御覧ください。 

    議案第31号 大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部改正について 

    大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例（平成26年大郷町条例第17号）の一部を別紙のとおり改

正するものとする。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    初めに、改正理由について申し上げます。 

    こちらも議案第30号と同様に、家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ど

も・子育て支援施設等の運営に関する基準を改正する内閣府令が公布さ
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れたことに伴い、基準となる府令の一部が改正されたため、所要の改正

を行うものです。 

    また、基準府令を基にしたモデル条例に合わせるため、表記の変更や

統一、文言を補うなどの補正を加えるものでございます。 

    次のページの別紙にて御説明を申し上げます。 

    第２条から26ページの第42条第２項第２号までは、モデル条例に合わ

せた文言の整理を行い、第２項を第４項とし、新たに第２項、第３項と

して連携施設の確保に係る事柄を追加するものです。 

    第47条もモデル条例に合わせた文言の整理で、附則の第５条で連携施

設を確保しないことができる経過措置期間を令和12年３月31日まで延

長するものです。 

    附則といたしまして、施行期日を公布の日とし、令和７年４月１日か

ら適用するものです。 

    以上、議案第31号につきまして提案理由の説明といたします。 

    続きまして、議案第32号につきまして提案理由の御説明を申し上げま

す。 

    議案書28ページを御覧ください。 

    議案第32号 大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正について 

    大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例（平成26年大郷町条例第19号）の一部を別紙のとおり改正するもの

とする。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    改正理由といたしましては、基準府令を基にしたモデル条例に準拠し

ています本条例につきまして、文言を補う補正を加えるものでございま

す。 

    次のページの別紙にて御説明を申し上げます。 

    改正の内容といたしましては、第10条第３項で定める放課後児童クラ

ブに従事する放課後児童支援員の資格要件を若干緩和するため、それに

係る文言を追記整備するものです。 

    附則といたしまして、施行期日を公布の日とし、令和７年４月１日か

ら適用するものです。 

    以上、議案第32号につきまして提案理由の説明といたします。 

    ただいま御説明いたしました議案第30号、議案第31号、議案第32号に
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つきまして、御審議の上、御可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第30号及び議案第31号、議案第32号について

説明を終わります。 

    次に、議案第33号について説明を求めます。財政課長。 

財政課長（菅野直人君） それでは、議案第33号 一般会計補正予算（第１号）

につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

    補正予算書２ページをお開き願います。 

    議案第33号 令和７年度大郷町一般会計補正予算（第１号） 

    令和７年度大郷町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ9,835万2,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ56億2,835万2,000

円とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」に

よる。 

    （債務負担行為の補正） 

    第２条 既定の債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」

による。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    最初に、今回の補正予算の概要について御説明いたします。 

    今回の補正予算につきましては、令和６年度物価高騰対策として実施

されました定額減税の令和６年度の収入の確定による調整給付金の給

付、人事異動等に伴う職員及び会計年度任用職員等の人件費の調整、

コミュニティ助成金事業の対象となったふれあいセンター21のトイレ

改修工事のほか、当初予算計上後に早急の対応が必要となった町道及

び町施設の各種修繕工事費等を計上しております。 

    また、今後の公共交通の在り方を検討するため新たに設置する地域公

共交通協議会謝金、産業用地整備に向けて適地を把握する産業用地適

地調査業務委託料、地域おこし協力隊の採用増による関連経費、全管理

河川の浚渫計画検討業務委託料等も計上しております。 

    歳入では、補助事業見合いの国及び県補助金、財政調整基金、公共整

備施設基金等において財源調整をしております。 
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    続きまして、３ページをお開き願います。 

    第１表 歳入歳出予算補正により、款、項ごとに内容を御説明いたし

ます。 

    まず、歳入です。 

    第15款国庫支出金第１項国庫負担金103万円の増額補正です。過疎法

等の国が定める地域で障害福祉サービスを提供した場合、事業者に

15％の特別地域加算を給付すべきだったことが判明したため、遡及し

て給付する過年度分負担金で、国の負担割合は２分の１となります。 

    第２項国庫補助金1,382万円の増額補正です。令和６年度に物価高騰

対策として実施された定額減税について、令和６年度の収入確定によ

る給付者の差額給付等のための物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金の増によるものです。 

    第16款県支出金第１項県負担金51万4,000円の増額補正です。先ほど

国庫負担金で御説明した過疎法等の国が定める地域で障害福祉サービ

スを提供した場合、事業者に15％の特別地域加算を遡及して給付する

県負担分で、県の負担割合は４分の１となります。 

    第２項県補助金238万8,000円の増額補正です。農業法人の機械購入に

対する市町村振興総合補助金、本年度から取り組む有機農業を推進する

事業に対するみどりの食料システム戦略緊急対策交付金の増となりま

す。 

    第３項委託金19万3,000円の増額補正です。宮城県知事選挙及び参議

院議員選挙経費の単価等の改正による委託金の増です。 

    第19款繰入金第１項基金繰入金7,262万1,000円の増額補正です。財政

調整としての財政調整基金、公共施設整備基金繰入金については町道

及び町施設の各種修繕工事等に繰入れするものです。 

    第21款諸収入第５項雑入778万6,000円の増額補正です。人事異動等に

よる再任用及び会計年度任用職員の雇用保険被保険者負担分の調整、

ふれあいセンター21のトイレ改修工事に係る一般財団法人自治総合セ

ンターからの宝くじ収益を財源とするコミュニティ助成金になりま

す。 

    歳入補正額合計9,835万2,000円の増額です。 

    続きまして、４ページをお開き願います。 

    歳出です。 

    第２款総務費第１項総務管理費2,871万7,000円の増額補正です。人員

不足により、当初見込みより４名増となった会計年度任用職員の報酬
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等の人件費、ふるさと納税ＰＲイベント参加のための旅費及び出展料、

庁舎消防設備点検の結果、早急に改善が必要となった屋内消火栓設備

交換修繕工事費、大雨時に民地に影響を及ぼしている大松沢茶立場上

ため池の浚渫工事費、羽生の丘・オーベルジュ等の進入路となる赤道側

溝修繕工事費等の増となります。また、産業用地整備に向けて適地を

把握する産業用地適地調査業務委託料、地域公共交通の在り方を検討

するため新たに組織する地域公共交通協議会委員謝金等も計上してお

ります。 

    第２項徴税費1,721万円の増額補正です。令和６年度に物価高騰対策

として実施された定額減税の令和６年度の収入確定による調整給付金

の給付のための各種諸経費で、給付対象者を400人と見込んでいる定額

減税補足給付金のほか、職員の時間外勤務手当、郵送料、システム導

入委託料等を計上しております。 

    第３項戸籍住民基本台帳費31万7,000円の増額補正です。人事異動に

よる職員人件費の調整です。 

    第４項選挙費30万円の増額補正です。町長選挙、宮城県知事選挙、参

議院議員選挙経費の単価等の改正による投票管理者及び投票立会人等

の報酬等の増となります。 

    第３款民生費第１項社会福祉費310万9,000円の増額補正です。人事異

動による職員人件費の調整、介護保険制度改正に伴う介護保険システ

ム改修のための介護保険特別会計への繰出金、障害者福祉管理システ

ムを国の基準による標準準拠システムに移行するためのガバメントク

ラウド使用料、先ほど歳入で御説明した過疎法等の国が定める地域で

障害福祉サービスを提供した場合、事業者に15％の特別地域加算を遡

及して給付するための自立支援給付金及び相談支援給付金の計上とな

ります。 

    第２項児童福祉費92万3,000円の増額補正です。児童扶養手当制度改

正に伴う母子・父子医療費助成システム改修業務委託料、前項で御説明

した過疎法等の国が定める地域で障害福祉サービスを提供した場合、

事業者に15％の特別地域加算を遡及して給付するための障害児相談支

援給付費の計上になります。 

    第５款農林水産業費第１項農業費2,204万1,000円の増額補正です。今

年度から取り組む有機農業を推進する事業として、有機農産物を消費

者に試行販売するための道の駅産直ブース使用料及び生産者のＪＡＳ

認定取得のためのＪＡＳ認定取得支援補助金、農業法人１法人の大豆選
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別選粒機購入のためのみやぎの水田農業改革支援事業補助金、申請者

増による町農業振興総合補助金の増等になります。また、ふれあいセン

ター21男女トイレの洋式化、多目的トイレ設置のための施設設備改修

工事費、経年劣化により早急の修繕が必要となる道の駅広告塔修繕工

事費も計上しております。 

    第６款商工費第１項商工費122万1,000円の増額補正です。人事異動に

よる職員人件費の調整、商工観光課設置による農林振興課からの公用

車移管に伴う車検代等の増となります。 

    第７款土木費第２項道路橋梁費880万円の増額補正です。道路パトロ

ールによって判明した町道味明天神原線の側溝修繕工事費、地区担当

員を通じて要望のあった町道川内板谷線及び町道小綱山崎線の側溝整

備工事費等の増です。 

    第３項河川費220万円の増額補正です。国の緊急浚渫事業の特例措置

期間の延長により、管理する全11河川の現況調査による浚渫計画を作

成するため、河川浚渫計画検討業務委託料の増となります。 

    第５項都市計画費488万1,000円の増額補正です。当初１名で予定して

いた任用型地域おこし協力隊について、選考の結果、２名採用としたこ

とによる報酬等の関係経費の増です。 

    第９款教育費第１項教育総務費58万5,000円の増額補正です。人事異

動による職員人件費の調整です。 

    第２項小学校費1,000円の増額補正です。小学校教員補助者９名分の

共済費負担金及び社会保険料の計上科目誤りによる調整です。 

    第３項中学校費1,000円の増額補正です。小学校同様に、中学校教員

補助者３名分の共済費負担金及び社会保険料の計上科目誤りによる調

整です。 

    第４項社会教育費660万7,000円の増額補正です。大松沢社会教育セン

ター体育館屋根修繕をはじめ、予定箇所を超える修繕が必要となった

ことによる修繕料、当初予算計上後の特定建築物調査や消防設備点検に

よって早急の対応が必要となったフラップ大郷21排煙オペレーター不

良箇所修繕工事費、文化会館誘導灯交換修繕工事費の増となります。 

    第５項保健体育費143万9,000円の増額補正です。人事異動による職員

人件費の調整、学校給食センターの電話機交換工事に伴う警備保障機

器交換工事費による増です。 

    歳出補正額合計9,835万2,000円の増額補正です。 

    以上、補正前予算額55億3,000万円に歳入歳出とも9,835万2,000円を
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追加し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ56億2,835万2,000円とす

るものです。 

    続きまして、５ページの第２表 債務負担行為補正について御説明い

たします。 

    追加１件です。ＯＣＲシステム機器保守業務、設定期間は令和７年度

から令和12年度まで、限度額は213万4,000円です。収入票用のバーコ

ードリーダーの賃貸借契約締結により、保守契約も新たに５年間の契

約を締結する必要があるため設定するものです。 

    以上、議案第33号 一般会計補正予算（第１号）につきましての提案

理由の説明を終わります。 

    次ページ以降の事項別明細書を御覧いただきまして、御審議の上、御

可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第33号について説明を終わります。 

    次に、議案第34号について説明を求めます。町民課長。 

町民課長（千葉 昭君） それでは、議案第34号につきまして提案理由の御説

明を申し上げます。 

    補正予算書の24ページを御覧ください。 

    議案第34号 令和７年度大郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

    令和７年度大郷町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ600万2,000円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億8,016万5,000円

とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」に

よる。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正でございますが、歳入は財源調整のための基金繰入金、

歳出では医療一般分、後期支援金分、介護分に係る国保事業納付金

の額が確定されたことにより、宮城県国保連合会への納付金につい

て不足する分を増額補正するものです。 

    次のページを御覧ください。 
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    第１表 歳入歳出予算補正。 

    まず、歳入でございます。 

    第５款繰入金第２項基金繰入金600万2,000円の増額です。財源調整

によるものでございます。 

    以上、歳入合計600万2,000円の増額補正でございます。 

    続きまして、歳出でございます。 

    第３款国民健康保険事業費納付金第１項医療納付費分570万円の増

額です。 

    第２項後期高齢者医療支援金等分３万円の増額です。 

    第３項介護納付金分27万2,000円の増額です。 

    いずれも国保事業費納付金の額が確定されたことに伴い、宮城県国

保連合会へ納付する納付金について、当初予算に計上した予算額に

不足が生ずる分を各項ごとに増額補正するものです。 

    以上、歳出合計600万2,000円の増額補正でございます。 

    補正前の予算額９億7,416万3,000円に、歳入歳出それぞれ600万

2,000円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ９億8,016万

5,000円とするものでございます。 

    以上で議案第34号の説明を終わります。 

    ただいま御説明いたしました議案第34号 令和７年度国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）につきまして、事項別明細書を御覧いた

だき、御審議の上、御可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第34号について説明を終わります。 

    次に、議案第35号について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（小野純一君） それでは、議案第35号につきまして提案理由を

御説明いたします。 

    各種会計補正予算書の31ページを御覧ください。 

    議案第35号 令和７年度大郷町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

    令和７年度大郷町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ156万2,000円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ11億7,914万4,000円

とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」に
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よる。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正予算は、歳入におきましては介護保険制度改正に伴う介護

保険システムの改修に係る交付金、基金繰入金による財源調整を図った

ものとなります。 

    歳出におきましては、歳入予算と同様、介護保険システム改修に係る

業務委託料、システム使用料の計上となります。 

    なお、４月末現在の第１号被保険者（65歳以上）は3,009人で、総人口

に占める割合は40.59％です。 

    同じく第１号被保険者に係る要介護等の認定者数は620人で、第１号

被保険者に占める割合は20.6％、総人口に占める割合は8.36％となって

おります。 

    それでは、32ページを御覧ください。 

    第１表 歳入歳出予算補正について、款、項ごとに御説明いたしま

す。 

    第４款国庫支出金第２項国庫補助金の補正金額は76万4,000円の増額

で、対象事業費の50％が交付されるものであり、介護システム改修に

伴う委託料の増によるものです。 

    次に第７款繰入金第１項一般会計繰入金の補正金額は79万8,000円の

増額で、対象事業費の50％の繰入れと事務費の追加によるものです。 

    歳入補正額合計は156万2,000円の増額となります。 

    続きまして、歳出について御説明いたします。 

    33ページを御覧願います。 

    第１款総務費第１項総務管理費の補正金額は156万2,000円の増額で、

介護保険システム改修に係る委託料とシステム使用料の増額となりま

す。 

    以上、補正前の予算額11億7,758万2,000円に歳入歳出とも156万2,000

円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ11億7,914万4,000円

とするものです。 

    介護保険特別会計補正予算についての説明は以上となります。 

    次ページ以降の事項別明細書を御覧いただきまして、御審議の上、御

可決賜りますようお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第35号について説明を終わります。 

    次に、議案第36号について説明を求めます。上下水道課長。 
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上下水道課長（赤間良悦君） それでは、議案第36号につきまして提案理由を

御説明申し上げます。 

    38ページをお開き願います。 

    議案第36号 令和７年度大郷町水道事業会計補正予算（第１号） 

    （総則） 

    第１条 令和７年度大郷町水道事業会計の補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。 

    （収益的支出） 

    第２条 令和７年度大郷町水道事業会計予算（以下「予算」という。）

第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

    支出になります。 

    第１款水道事業費用を3,710万8,000円増額補正し、２億8,376万8,000

円とするものです。 

    第１項営業費用3,710万8,000円は、水道メーター等更新に係る作業員

ビブス購入費、業務委託料、メーター購入費、作業対象世帯への通知

経費等の計上によるものです。 

    令和７年６月３日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正予算は、収益的支出での水道メーター等更新業務委託に係

る営業費用の増が主なものでございます。 

    水道メーター等の更新につきましては、毎年度200戸から300戸程度行

っておりますが、今年度は1,373戸の更新を予定しており、当初予算に

て既に発注済みの307戸を差し引いた1,066戸について今回補正予算に

計上いたしております。 

    これにつきましては、「給水装置が古く、止水栓等がついていない」「ウ

ッドデッキやカーポートの設置等、メーター付近の環境が変わったこと

により交換が困難になった」ことなど、様々な理由でメーター更新がで

きず、繰り越された箇所がございます。今回、これらの箇所についても

交換作業を行い、必要に応じて止水栓の設置、取付け位置の変更等、容

易に交換できるよう改善を行うものでございます。これにより、単年度

に交換が集中することなく、計画的にメーターの交換計画が立てられる

よう対応を図るものでございます。 

    本来であれば当初予算で計上すべき案件でございますが、件数の精査、

現地状況の確認、積算作業等に時間を要し、当初予算に間に合わず、今

回補正予算時の対応となったものでございます。 
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    以上で議案第36号 水道事業会計補正予算（第１号）の説明を終わり

ます。 

    ただいま説明申し上げました議案第36号につきましては、次ページの

補正予算説明書を御覧いただきまして、御審議の上、御可決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

    以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第36号について説明を終わります。 

    以上をもちまして、本日の日程は全部終了いたしました。 

    本日は大変御苦労さまでございます。 

    これにて散会となります。 

午 後  ３時２３分  散 会 

                                    

    上記の会議の経過は、事務局長 三浦 光の記載したものであるが、

その内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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